
○議長 赤嶺奈津江さん これから本日の会議を開き

ます。本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付し

たとおりであります。

開議（午前10時00分）

日程第１．会議録署名議員の指名

○議長 赤嶺奈津江さん 日程第１．会議録署名議員

の指名を行います。本日の会議録署名議員は、会議規

則第127条の規定によって２番 大城重太議員、３番

當眞嗣春議員を指名します。

日程第２．一般質問

○議長 赤嶺奈津江さん 日程第２．一般質問を行い

ます。それでは、通告書のとおり順次発言を許します。

３番 當眞嗣春議員。

〔當眞嗣春議員 登壇〕

○３番 當眞嗣春君 皆さん、おはようございます。

３日目のトップバッターとして一般質問をしたいと思

います。質問の前に、若干所感を述べたいと思います。

私は、政治と生活は一体なものというふうに常々考え

ています。昨日のタイムスの報道で、陸上自衛隊うる

ま市に訓練場との見出しで来年度の予算案に関連経費

を計上と、そのような記事が掲載をされていました。

私、その記事を読んだときに、戦争の足跡が徐々に迫っ

て来るなと、そういう感覚を覚えました。自衛隊は国

防問題だから無関心でいると、この沖縄が再び戦場へ

と化することになります。私は、議員として国政問題

も地方議会で取り上げ、広く町民に知らせていくこと

が大変重要だと考えています。以上の立場から、今回

も質問をしたいと思います。先日の議会でも、安保３

文書と自衛隊募集業務について質問しましたが、今回

は少し角度を変えて質問をしたいと思います。質問は

一括質問、答弁は一問一答でお願いをしたいと思いま

す。それでは１点目、沖縄を二度と戦場にさせないた

めに。（１）自治体による適格者名簿の提出は、戦前・

戦中の徴兵制と似ているという声が寄せられています。

安保３文書に基づく自衛隊の任務拡大を踏まえ、本町

が「戦争への窓口」とならないよう願うものですが、

町長の見解・決意を伺います。（２）辺野古新基地建設

について、改めて賛成か反対か、見解を問う。（３）地

方自治の権限を奪う「代執行」について、町長の見解

を伺います。

大きな２番、奨学金制度について。（１）本町育英会

が実施する貸与型の奨学金制度は、いつ制度化され、

延べ人数で何人の学生が利用しているのか。（２）利用

する際の所得基準はどうなっているのか。（３）令和５

年度南風原町育英会総会における第１号議案・令和４

年度決算書で収入科目の償還金で当初予算額739万

7,000円に対し、収入額が195万5,000円（執行率26％）。

回収できていない理由は何か。（４）同じく決算書の支

出科目の貸与金を見る限り、新規貸与者なしと見るが、

その理由は何か。（５）人材育成基金と町の補助金で給

付型奨学金制度は検討できないか。

大きな３番目、不登校問題について。（１）本町の不

登校児童生徒の増減状況について伺う。（２）不登校の

原因は何か、町長の見解を問う。（３）不登校児童生徒

への対応について伺う。（４）2016年に制定された教育

機会確保について説明を願いたい。（５）本町における

同法の具体化と実践状況、成果について伺う。以上、

よろしくお願いします。

○議長 赤嶺奈津江さん 副町長。

○副町長 新垣吉紀君 おはようございます。質問事

項１点目（１）についてお答えいたします。募集対象

者情報の提供については、自衛隊が実施する災害対応

や救援活動、平和と安全及び国際社会の安定といった

重要な任務を担う人材を確保するために法律に基づく

ものと考えております。なお、本町では閲覧での対応

をしており、名簿の提供はしておりません。

（２）です。辺野古への新基地建設については、国

の安全保障上の問題もあるため、私が意見を述べる立

場ではないというふうに考えております。

（３）です。国と沖縄県で係争のあった代執行につ

いては、裁判所による判決が出たことから答弁するこ

とはできませんが、法律に基づいた措置であると認識

をしております。

○議長 赤嶺奈津江さん 教育長。

○教育長 金城郡浩君 大きい質問の２のほうから、

（１）についてです。昭和31年11月に南風原村育英会

貸与規定を制定しております。その後、規約を平成２

年９月から改めて試行しており、現在の規約が制定さ

れた平成２年度からの令和４年度までの延べ人数で115

名が本町育英会学資金を利用しております。

（２）についてです。基準についてですが、本人が

属する世帯の総所得から本町の育英会が定めた特別控

除額を控除した額を、それとまた別に世帯ごとに定め

た収入基準に照らして判定しております。世帯人員１

人の場合が267万円以下、それから世帯人員が２人の場



合が423万円以下の基準となり、世帯員が増えるごとに

定めております。ちなみに比較として267万円というの

は、収入金額にして約700万円。それから２人の423万

円という金額を収入金額として考えた場合は、900万円

程度の収入となります。

（３）についてです。主に大学を卒業後すぐに就職

できず、償還計画に狂いの生じた方々の償還が遅れた

ことによるものです。

（４）についてです。令和４年度は、数名の申請相

談がありました。結果、申請者の条件に合ったほかの

奨学制度を選択した結果だと考えております。

（５）についてです。給付型の奨学金についても検

討した結果、現行の制度による給付に努めることとなっ

ております。

大きい問３の（１）についてです。令和３年度小中

学校で128名、令和４年度小中学校で236名、今年度11

月末時点で183名となっており、不登校児童生徒は年々

増加傾向にあります。

大きい問３の（２）についてです。不登校の要因は

多岐にわたっており、子どもたちの抱える問題が多様

化していることに関係しているものと認識しておりま

す。

（３）についてです。本町では、青少年教育相談員

や各小中学校への心の教室相談員、中学校の適応指導

教室や自立支援教室への専任指導員を配置するなどの

対策を行っております。またこれらと併せて県費によ

るスクールソーシャルワーカーやこども課などの関連

機関と連携し、子どもたちの教育相談、それから登校

支援に取り組んでおります。

（４）についてです。不登校の子どもたちなどに対

応した教育機会を確保していく法を教育機会確保法と

呼んでおります。内容については、教育基本法及び児

童の権利に関する条約等の趣旨に則り、不登校児童生

徒に対する教育機会を確保することを目的に、不登校

児童生徒が行う多様な学習活動の実情を踏まえ、個々

の状況に応じた支援を行い、安心して教育を受けられ

る学校教育を整えることを基本理念としております。

大きい問３の（５）についてです。本町では、不登

校の未然防止を目指すとともに、不登校や登校しぶり

などの児童生徒に対し、学校や関係機関、保護者や家

族が連携して関わる必要があると考えております。児

童生徒一人一人の状況把握に努め、学校内に相談室や

適応指導教室の設置、心の教室相談員の人的配置など

学校と教育委員会、こども課、それから各関係機関と

連携を密にし、不登校児童生徒の社会的自立に向けた

体制づくりを取り組んでおります。

○議長 赤嶺奈津江さん ３番 當眞嗣春議員。

○３番 當眞嗣春君 それでは一問一答で行きたいと

思います。まず大きな１番目の（１）、それから（２）、

（３）ですね、今度は角度を変えて質問をしたいとい

うことで述べましたけれども、憲法の立場と、それか

ら地方自治の本旨、そういう視点から今質問した点に

ついてちょっと意見を述べながら、また答弁を求めた

いと思います。私、今回さっき質問をしました１２３

の質問に対する町長の答弁に対してですね、ちょっと

繰り返すようですけれども、憲法や地方自治の原則で

ある地方自治の本旨、それに照らしてどうなのかとい

う立場からですね、この考えてみたいと。それで再質

問の第１になるんですけれども、憲法15条の２項と第

99条の規定、この２つの規定ですけれども、憲法第15

条２項は、公務員の任務と性格について規定をしてい

るところです。私たちに関わる規定ですね。それにつ

いて全ての公務員は、全体の奉仕者であって一部の奉

仕者ではないと明記しています。そして重要なのがで

すね、公務員が憲法全体の理念、規定を具体化する任

務、憲法の理念と規定を具体化する任務を私たちは持っ

ています。そして99条で国務大臣、国会議員、裁判官、

その他の公務員に憲法尊重と擁護の義務をしています。

義務と擁護ですね、負わせています。ここで言う公務

員。公務員というのは地方自治体の公務員、それから

町長、首長ですね、それから私たち議員です。そして

各種の職員も含まれます。つまり公務員と任務と責任

について、１つは憲法全体の理念と規定を具体化する

任務、そしてこれを憲法を尊重し擁護する義務、これ

を私たちは負っています。こういう立場からしてどう

かということですけれども、この憲法15条の２項と憲

法99条、今述べて説明をしましたけれども、これに対

して町長何かご意見ありますか。異議がなければない

でよろしいんですけれども、これについてのちょっと

意見をお聞かせください。

○議長 赤嶺奈津江さん 総務部長。

○総務部長 宮平 暢君 それではお答えいたします。

まず１点目の憲法第15条についてですね、全ての公務

員は全体の奉仕者であって一部の奉仕者ではないとい

うことを規定されておりますので、そのとおりだと考

えております。また憲法99条においては、天皇または

摂政及び国務大臣、国会議員、裁判官、その他の公務

員はこの憲法を尊重し擁護する義務を負うということ

で規定されており、そのとおりだと考えております。

○議長 赤嶺奈津江さん ３番 當眞嗣春議員。

○３番 當眞嗣春君 ありがとうございます。もし異

議があると答えたらどうしようと思っていましたけれ



ども、憲法そのとおりですのでね、そういう我々は義

務と任務を負っているということをまず最初に確認を

しておきたいと思います。

それから第２問、国際法上の支援国家、日本は独立

国家ということになっています。その要件と憲法を定

めた三原則の規定の件です。憲法の規定による独立国

家日本は、憲法による構成員としての国民の存在、そ

れから国民主権原理、国民が主人公というそういう原

理ですね。国民主権原理による中央政府を置いて独立

国家として国際社会に認められています。また国家体

制の基本として、１つ目は国民主権主義ですね、２つ

目が基本的人権保障主義、３つ目が恒久平和主義の三

原則を規定してます。国民主権の制度によって、全て

の人の基本的人権を保障すること。その不可欠な条件

として、恒久平和を実現するとして規定をしています。

この恒久平和、他の国家に対して、その具体化への参

加を呼びかけています。日本は諸外国に含めても恒久

平和を実現しようということで呼びかけています。そ

して日本国民は全力を挙げて、この崇高な理念と目標

を達成することを誓うとし、日本国民の決意として述

べられています。これはそのまま地方自治体の存在意

義と政府の任務に直結するものであります。常に変わ

らず平和であること、永久に平和で争い事がない状態

にすること。そこに地方自治体の存在意義があり、任

務だと私は考えています。憲法を尊重、擁護し、その

理念、規定を具体化する任務、そして国民主権主義、

基本的人権保障主義、恒久平和を実現し実践する立場

から、再度安保法制や安保三原則等について、安保３

文書について研究して再度検討するというふうにして

もらいたいんですけれども、その点でどうでしょうか。

○議長 赤嶺奈津江さん 総務部長。

○総務部長 宮平 暢君 それでは、まず憲法におけ

る三原則はそのとおりであり、本町もですね、最上位

計画である総合計画の理念としてトップに平和を掲げ、

平和なまちづくりを進めているところであります。ま

た昭和57年３月に、沖縄県内市町村で初めて非核宣言、

南風原町非核地域に関する宣言決議を決議し、また二

度と戦争を起こさない、平和で豊かな生活が送れる町

を目指して10月12日を平和の日と定めており、本町と

しては、これまでも、そしてこれからも平和なまちづ

くりを進めているところであります。そのように平和

に対しては、我々はそういう認識で行政を進めている

ところであります。また議員がおっしゃるとおり、こ

の防衛３文書については、国が定めた計画であるとい

うことで認識しております。以上です。

○議長 赤嶺奈津江さん ３番 當眞嗣春議員。

○３番 當眞嗣春君 先ほど述べた答弁に対して、次

の３つの質問と関連してですね、もう少し深めてまた

深めていきたいと思いますけれども。次に考えている

質問は、憲法が定めた地方自治の本旨ですね、いよい

よ僕らの権利を主張する、その法律ですけれども。こ

の地方自治体の本旨と住民自治、それと団体自治の観

点からの質問です。憲法第８章は、地方自治の規定に

なっています。その１つ目が第92条、これは地方政治

の基本原則、地方自治本旨の規定がそこには述べられ

ています。２つ目に、93条の規定ですね、これは議会、

町、議員等の住民による直接選挙と議会と選挙の規定

について述べられています。94条、これが財政権、行

政権、条例制定権などを持たせた規定です。そして４

番目ですね、第95条、これは地方特別法の住民投票、

この４つの文書は地方自治体が組織権、立法権、行政

権、財政・財産権を持つことを明記し、これらの権利

を基礎として住民の意思に基づく制度として認められ

ています。住民の意思に基づく制度です。そこから地

方自治は権利であるという原則が確立されます。住民

の主体的な意思による支配、これを制度的に確立した

例が先ほど述べた憲法95条の規定になります。地方特

別法の住民投票の規定です。その規定は内容を読み上

げますと、１つの地方公共団体のみで適用される特別

法は、法律の規定の定めるところにより、その地方公

共団体の住民の投票において、その過半数の同意を得

なければ国会はこれを制定できないとなっています。

昨日、判決が言い渡された代執行訴訟の判決は、地方

の権限を取り上げるものであり、憲法を定めた地方自

治の本旨や国民主義、住民主義、ひいては恒久平和主

義に反する私は違法判決であるというふうに認識して

います。この憲法の観点からして、改めて先ほどの２

番目の問題に関連しますけれども、こういう地方自治

の観点からどうなのかと。安保３文書についても、国

が進めている政策だと述べていますけれども、この地

方自治の本旨は、国会の国の最高機関である国会の決

定をも変えることのできる、そういう権限が与えられ

た法律規程なんですよ。それを見たときに、国がこう

だからといってそこに従うではなくて、むしろ住民の

主体的な要求、そういう観点からですね、こういうこ

とに対してもちゃんと判断を下すということが求めら

れると思うんですけれども、こういう地方自治の本旨

からして、この判決及び安保３文書について改めてど

うなのかということについて、お答え願いたいという

ふうに思います。

○議長 赤嶺奈津江さん 総務部長。

○総務部長 宮平 暢君 それではお答えいたします。



まず日本国憲法および裁判所法に基づき設置された日

本の司法機関における最高機関である最高裁判所にて、

最終的な判断がなされた判決だと認識しております。

以上です。

○議長 赤嶺奈津江さん ３番 當眞嗣春議員。

○３番 當眞嗣春君 認識の違いというか、法律の規

定に照らしてどうなのかというところを親身にですね、

検討していく必要があると思います。この１番目の問

題、ちょっとまとめたいと思いますけれども、やっぱ

りですね、憲法を堂々と訴え、その憲法を実社会に生

かしていく、そういう立場が大事じゃないかというふ

うに思います。それから何よりも大切なものはですね、

やっぱり住民の主体的な意思に基づくことを基本とす

ると。戦争のない平和で本当に住みよい南風原町を目

指して、この憲法を確実に実践していくということが

大事だと思いますので、私はそういう点で頑張ってい

きたいし議会もそうであってほしいなという思いを込

めて１番目の質問を終わりたいと思います。

次に奨学金制度についてです。奨学金制度について

は、１番、２番、３番、それぞれ聞きましたので、そ

れはそれだなというふうに理解しています。奨学金制

度については、私の友人でやっぱり奨学金制度を利用

して大学に通っている友人がいます。この方はですね、

これまで何とかやってきてますけれども、学費が年間

100万円ぐらいかかるそうですね。これまで夫婦共働き

しているので、何とかその二人でやりくりはしてきて

ますけれども、今年になって今四苦八苦していると。

何とかその学生を援助する、あるいは学生を援助する

ことで家計への負担の減にもなるんですけれども、何

とかできないのかなということで、こういう相談があっ

て実際にどうなっているんだろうということで調べて

みたら、南風原は育英会を中心にそういう制度をやっ

ていると。ただし貸付けのそういう制度であるという

ことを聞いています。県内でも豊見城や幾つかの市町

村で給付型の奨学金ということが実施されています。

僕は育英会の総会の資料を見たときに、育英会の基金

として3,000万円あるという数字がありましたけれども、

この3,000万円にですね、一般財政から1,000万円ぐら

いを加えて4,000万円の資金をつくれば、何とかいける

んじゃないかなというふうに思っていましたけれども、

どうも考え方が甘かったようで、3,000万円のこの基金

は崩せないと。3,000万円の資金を預けて、その利息で

運営するというような、そういう仕組みになっている

というようなことを聞かされて、あまりにも教育に対

して行政弱いなということを感じた次第ですけれども。

先ほど私の友人である八重瀬町の議員から連絡ありま

して、八重瀬町でも今度から給付型の奨学制度をやっ

てほしいということを今度提議したんですって。この

方は今回で３回目らしいですけれども、八重瀬は約17

億円ぐらいの基金だとか、財政が豊富だからというこ

とですけれども。今回、その主張が通って給付型の奨

学金制度を実施していくということを約束したそうで

す。南風原もね、まだまだ遠い世界のことかなと思い

ますけれども、是非この給付型の制度が実施されるよ

う、是非頑張っていただきたいという思いを込めて、

この奨学金制度についての質問を終わりたいと思いま

す。

最後に３番目の不登校問題です。この不登校問題に

ついては、南風原町においても増加傾向にあると、歯

止めがかからないと言ったら少し厳しいんですけれど

も。これは全国的にも文部科学省の発表で、令和４年

度は前年よりも５万4,000人増えて、中学の生徒で19万

3,936人、小学校の児童で10万5,110人と全国的に30万

人を超える勢いということで、増加傾向であります。

全国の増加傾向に呼応してというか、南風原町でも増

加の傾向であるという数字が報告されています。去る

９月議会に提出された令和４年の成果に関する報告書

で示されているとおり年々増加はしていると。文科省

の発表でも、本町の公立学校でも不登校が減らない、

そういう現状が数字に示されております。そこで不登

校の原因でありますけれども、要因は多岐にあると、

子どもたちの抱える問題が多様化しているというふう

な形で述べていますけれども、僕はもう少し突っ込ん

でですね、本当にそれでいいのかなというふうに今思っ

ています。文科省の分析、調査でですね、不登校の原

因について学校側の回答として調査をしていますけれ

ども、無気力、不安が52％、それから生活リズムの乱

れ、これはコロナも関連すると思いますけれども、こ

れが11％、そして家庭における状況が12％で、全体の

７割以上は家庭と本人に起因しているというふうに分

析しています。この不登校問題というのは、本人と家

庭の問題だというふうにまとめられているんですけれ

ども。この南風原町でも、本町でも文科省と同じよう

な内容の報告がされています。これは成果に関する報

告書で文書としても述べられています。さきの議会で、

コロナ禍による生活リズムの乱れ、このことがクロー

ズアップされたように私は記憶してますけれども、あ

まり腑に落ちない内容だったなと記憶しています。こ

れは今回、令和３年度と令和４年度の成果に関する報

告書を比較してみて見たんですけれども、内容がほぼ

同じ内容なんですね、文書もね。令和３年度と令和４

年度、全く同じと言ってもいいぐらい同じ内容のね、



要因についての意見が述べられていました。少し、ちょっ

と疑問を感じた点で、どうも納得できないというのが

あって、いろいろ調べてみたんですけれども。やっぱ

りこの不登校の原因についてですね、こういう角度か

ら見て再度検討する必要があるんじゃないかという点

で、１つ提案をしたいんですけれども。まず不登校の

構造ですね、どういう構造になっているのかという点

ですけれども、１つはやっぱり子どもがですね、過剰

なストレスを受けて心に傷を受けたと。その結果、ス

トレスの主要な現場である学校ですね、学校がやっぱ

りストレスの現場になっていると。そこにいられなく

なって、本能的に防御する、防衛するために家に退避

することになったと。これが不登校の構造的な問題じゃ

ないかというのが１つです。それから２つ目ですね。

その主なストレスの原因はどこにあるのかという問題

です。これは１つは学力向上という競争の圧力が絶え

ず加えられている、学校でね。２つ目は、規範意識と

いう同調の圧力、そういう現在の教育政策にあるんじゃ

ないかという見方です。したがってですね、こういう

点で考えると不登校の問題というのは本人や親の責任

ではないというような点が、そこでは明らかになって

きます。僕は是非ですね、こういう観点から再度南風

原町においてこの不登校問題、実際にどうなのかとい

うところを再度検討してですね、来年５月の成果に関

する報告書にそのことが反映できるようにしてほしい

というふうに思うんですけれども、その点についてい

かがでしょうか。

○議長 赤嶺奈津江さん 学校教育課長。

○学校教育課長 宮良泰子さん お答えいたします。

学校教育につきましては、教育水準を、子どもたちに

保つための取組を行っておりまして、おっしゃられて

いた子どもたちのテスト等についても、やはり子ども

たちの自己認識を確認するためのものであって、競争

させるものではないということをまずご理解いただき

たいなというふうに考えてございます。今、子どもた

ちは多様化する社会を生き抜いていくために、やはり

基礎的な力を今育てるために学校教育取り組んでござ

います。さらに今はもう多様化を受け入れる教育が主

流になってきてございますので、学校に様々な考え方、

様々な子どもたちがいることを念頭に置いて先生方教

育してございますので、そのようなふうに今対応して

ございます。成果の報告に、ストレス社会だったりと

かそういったことの結果を反映できないかということ

なんですが、そこにつきましてはこの不登校の現状を

分析したものを記載するところですので、それが原因

だというふうにあれば記載をされるでしょうし、現状

今そういう分析というのがございませんので、また令

和５年度の成果の報告を作成する際に、私たちも内容

を確認してまいりたいというふうに考えてございます。

以上です。

○議長 赤嶺奈津江さん ３番 當眞嗣春議員。

○３番 當眞嗣春君 ありがとうございます。私です

ね、教育委員会の皆さんや先生方、本当に頑張ってい

ると思います。町の対策としても、教育相談員やね、

いろいろ配置をして頑張っておられるなということは

よく理解しているつもりだし、そこら辺は大いに評価

をしたいと思います。それも踏まえ、先ほど述べた２

つの点から、ちょっと考えたときに、私自身がちょっ

と考えたことなんですけれども、ストレスの解消する

ための方法だとか、いろいろ具体的に考えたほうがい

いと思います。これはやっぱり不登校というのは一人

一人違って、そこに対応するのも大変だと思いますけ

れども。全国的に今増えているわけですよね。だから

何か共通する点があるんじゃないかというのがさっき

言った２つなんですけれども。それを踏まえてですね、

４点ばかり提案したいんですけれども。１つは心の傷

を回復させる環境をつくるというような施策ですね。

そのための親への財政支援や相談支援、そういうこと

も一工夫加えて対策を取るということが必要じゃない

かということ。あと２つ目はですね、ストレスを減ら

すためにどうするかという点ですけれども、やっぱり

少人数学級ですね、それから正規教員を増やすという

こともやっぱり検討しなければならないんじゃないか

と思います。それから３つ目ですね、フリースクール

など学校以外の学びの場を認めて、そこに対する公的

支援もやっていくという方向性ですね。それから競争

や管理教育から子どもの主体のゆとりある教育への回

復を目指すということは、そういう方向を打ち出して

実践してみる価値があるんじゃないかというふうに思っ

ています。その中で特にですね、教員を増やす問題で

すけれども、これは私事になりますけれども、私の孫

の話になります。小学校６年生で女の子ですけれども、

今年の夏休みに、じいちゃんと声をかけてきてですね、

何で夏休みなのに宿題を出すのかと、じいちゃん議員

だから議会でね、宿題を出すなというふうに頼んでく

れんかと言われたんですよ。で、へーと思ってですね、

またお前さぼるつもりだろうと話したら、いやそうじゃ

ないと言うんですよ。じゃあ何でかと聞いたらですね、

要するにね、夏休みの宿題を先生がつくるんでしょう

と、先生方の仕事を減らすためにないほうがいいとい

うような話をするんですよね。ちょっとびっくりしま

したけれどもね。あとこれに加えてですね、この孫は、



授業終わって休み時間に、先生に、先生遊ぼうって声

をかけたそうなんです。本人はトランプをしようと思っ

たらしいけれどもね。先生が、いやいやちょっと仕事

があるからということで、さっさと職員室に行ってし

まったそうなんですね。そういうのを見ていて、本当

に先生忙しいんだなということを子どもながらに感じ

取っているんですよ。こういう不登校問題を抱えたと

きにね、やっぱり学校では先生が一番頼りになるんで

すけれども、その頼りになる先生が仕事が多くてなか

なか対応できないという現状をですね、もっと考えた

ときに教員を増やすという問題もね、また大事じゃな

いかというふうに思います。そういう点ですね、さっ

き言った４点と併せて、やっぱり教員を増やすという

点でですね、２点ばかりありますけれども、教員の数

を減らす給特法という法律があるんですね。それから

義務基準法という法律があります。この内容、こうい

う内容をですね、親たちにもちゃんと述べてね、先生

方のこういう実情も理解してもらうことも大事じゃな

いかと思います。やっぱりね、どこで暮らしていても

子どもの豊かな暮らしが保障される、そういう教育環

境ですね。それから全ての子どもたちが安心して通え

る場ですね。学校に通えない子も含めて、子ども一人

一人が毎日幸せな日々を過ごし、未来への希望を持っ

て生き続ける南風原町を目指して私も頑張っていきた

いと思いますので、先ほど言った４点を是非教育委員

会で検討されてほしいということを最後に述べて質問

を終わりたいと思います。どうもありがとうございま

した。

○議長 赤嶺奈津江さん 休憩します。

休憩（午前10時41分）

再開（午前10時51分）

○議長 赤嶺奈津江さん 再開します。

通告書のとおり順次発言を許します。10番 大城勇

太議員。

〔大城勇太議員 登壇〕

○10番 大城勇太君 皆さん、こんにちは。一般質問

最後の日を迎えました。様々な議員の質問を見てです

ね、やっぱり一般質問というものは面白いなと改めて

感じております。やはり16人の議員がいるわけですか

ら、様々な政策、様々な陳情も含めてですね、この一

般質問に立っている皆さんがいますから、私もこの一

般質問でいろいろな陳情も含めてですね、やっていけ

たらなというふうに思っております。今回３つの質問

で、全て陳情で来てますけれども、これがね、いい答

弁にやるように。12月といえばクリスマス、クリスマ

スと言えばプレゼント、プレゼントといえばいい答弁

を求めていますので、僕にとっても町民にとってもい

いクリスマスプレゼントになるようにしっかりと答弁

をいただけたらというふうに思っております。今回質

問しましたけれども、実はこの答弁書、朝来て中身を

見ていません。副町長、教育長、答えると思いますけ

れども、この答弁書に沿って答えるというわけではな

くてですね、やっぱり町民のことを考えて答弁書は見

ないで答えていけたらなというふうに思っております

が、大丈夫でしょうか。これから一般質問に入ってい

きたいと思いますので、よろしくお願いします。

本町の公園について。今回は全部一括で質問します

ので、答えをよろしくお願いします。（１）本部公園の

ウォーキングコースに足元灯を設置できないか。（２）

本部公園の駐車場の白線の引き直しができないか。

○議長 赤嶺奈津江さん 休憩します。

休憩（午前10時53分）

再開（午前10時53分）

○議長 赤嶺奈津江さん 再開します。10番 大城勇

太議員。

○10番 大城勇太君 大きい１番、本町の公園につい

て。（１）本部公園のウォーキングコースに足元灯を設

置できないか。（２）本部公園の駐車場の白線の引き直

しができないか。（３）津嘉山公園のウォーキングコー

スから造れないか。

大きい２番、津嘉山幼稚園園庭の整備状況について。

（１）園庭整備に予算拡大できないか。（２）津嘉山幼

稚園にブランコ設置ができないか。

大きい３番、65歳以上の町民にインフルエンザワク

チンの自己負担ゼロについて。（１）南風原町に住む65

歳以上の町民へ、インフルエンザワクチンの無料接種

の復活ができないか。よろしくお願いします。

○議長 赤嶺奈津江さん 副町長。

○副町長 新垣吉紀君 質問事項１（１）についてお

答えします。今後、検討をしてまいります。

（２）です。令和６年度に実施をいたします。

（３）です。令和５年度の補正予算において、園路

整備を予定しております。

質問事項３点目についてお答えします。高齢者イン

フルエンザ予防接種委託料約5,500円のうち4,500円を

町が、1,000円を自己負担していただいております。当

面の間は同様な対応をしていきたいと考えております。

○議長 赤嶺奈津江さん 教育長。

○教育長 金城郡浩君 大きい質問２のほうの（１）

についてです。令和５年10月に園庭トラック部分につ



いては危険を除去する整地作業を行いましたので、次

年度も引き続き園庭整備を行いたいと考えております。

（２）についてです。ブランコについては、教育委

員会で設置について検討し、現場と調整してまいりま

す。

○議長 赤嶺奈津江さん 10番 大城勇太議員。

○10番 大城勇太君 ご答弁ありがとうございます。

大きい１番から、（１）から再質問しますけれども。以

前、僕が１期目、１年目のときにも本部公園の電気が

暗いということで町民の方から、夜ですね、歩きなが

らウォーキングするときに暗いので、どうにか外灯を

増やすことができないかという陳情がありました。そ

のときには執行部の答弁は、たしか標準の照明、明る

さになっているので、それ以上のものは考えていませ

んというふうな回答でしたけれども。やはりこの標準

の明るさといっても、町民様々な方、目も悪い方もい

るわけですから、僕が通ったときにも少し暗いなと、

子どもと通ったんですけど暗いなと感じたんですね。

なので全体的に明るくしてとは言いませんけれども、

部分的にやっぱり暗い部分も公園の中にはあるわけで

すから、その辺からでも先に足元灯、街灯だと町民の

方に、上から照らすものですから明る過ぎるよという

内容もあるかと思いますが、足元灯であればある程度

の、足元を照らして町民の方が安心してウォーキング

できるような体制づくりをやってほしいと思うんです

が、改めて見解をお伺いします。

○議長 赤嶺奈津江さん 都市整備課長。

○都市整備課長 与那嶺 豊君 お答えいたします。

本部公園につきましては、今現在10時まで照明ついて

おりますが、その後は常備灯という形でまた７時ごろ

まで点いております。現場確認した限りですね、若干

草木が生い茂っているところは、少し暗いかなという

感じはいたしております。現状、さらにもう一度です

ね、調査、確認をいたしまして、その辺の一部区間で

も改善できないかということは検討してまいります。

以上です。

○議長 赤嶺奈津江さん 10番 大城勇太議員。

○10番 大城勇太君 ありがとうございます。これ実

は町民のほうから連絡があってですね、実はここの公

園でハブに咬まれたということがあったので、今回約

１週間から10日入院したのかな。やはり見えなかった

というものも含めてですね、やはり公園にハブが出る

ということは、ハブ対策がしっかりされていないのか

ということも含めて、検討していただけたらというふ

うに思いますので。やはりハブですから、ただハブの

網を設置するだけではなくてですね、もしかしたら木

から来るかもしれないので木の伐採もしないといけな

い、そういった部分も含めてですね、足元灯ももちろ

ん自分の自己防衛にもなりますので、今後これはちょっ

と検討してやっていただけたらというふうに思います

ので、是非早急に検討のほどよろしくお願いします。

（２）本部公園の駐車場の白線ですけれども、課長

のほうにちょっと確認してもらったんですけれども、

白線が消えているので白線と白線の間に芝生が敷かれ

ていて、この白線と白線の間に芝生が各場所に敷かれ

ているので、白線が消えたおかげで芝生と芝生の間に

車が止まっていて、３台の駐車場の確保はされている

んですが２台しか止められないと。この白線が消えて

いるおかげで、消えてないところは白線に沿って止め

ますけれども、白線が消えているところは芝生と芝生

の間に車を止めているので。結構本部公園、車が止め

きれないということで、駐車場確保も難しい中でこう

いった白線を是非引いていただければもうちょっと台

数は止められるので。自分が確認しに行ったときにも、

あと３台以上は止められる、白線が引いていれば３台

以上は止められると認識していますので、これは今回

令和６年度に実施しますということですので、また是

非よろしくお願いしたいと思います。

（３）津嘉山公園のウォーキングコースから造れな

いかですが、これも実は町民のほうから、どうにかで

きないかという話があったんですけれども。津嘉山公

園、結構いろんな方々が、朝暗くから、６時からもう

ラジオ体操している状況です。今、ちょうど街灯が点

いて、これからまた街灯も点けて、ウォーキングコー

スも皆さんが健康増進のために歩くかと思いますけれ

ども。ちょうど半分しかできていないので、今までは

トラロープでここから入っちゃいけないふうになって

いますが、もうトラロープも取れてですね、結構周り

も歩ける状況なので、結構ウォーキングコース上まで

行っている。芝生のほうも上のほうから整備してます

ので、もうできているのかなと思って皆さん行って、

上のほうのあずまやにも中学生や小学生がいる状況な

ので、是非このウォーキングコース自体を早めに整備

していただけたら、またこの中のほうはまだまだでき

ない、令和７年度供用開始なんですけれども、是非こ

のウォーキングコースから先にやっていただければ、

また町民の方々も安心して歩けて健康増進につながる

のかなと思っておりますが、園路整備も予定していま

すということですので、質問はこれで終わって、でき

るだけ何事もなく早急にできるように、対応のほどよ

ろしくお願いしたいと思います。

大きい２番、津嘉山幼稚園園庭整備ですけれども、



トラック部門について危険を除去する作業を行いまし

たと。今回、運動会後に各幼稚園、小学校もですか、

いろんな、釘がないかという調査を行ったと思います

が、津嘉山幼稚園、元から、造った方に話を聞いてみ

ると、以前に小学校があったときに津嘉山幼稚園の園

庭は駐車場だったと思いますが、駐車場だったのか、

確認だけいいですかね、お願いします。

○議長 赤嶺奈津江さん 教育総務課長。

○教育総務課長 比嘉純子さん お答えいたします。

駐車場だったかについては、今確認をしていないので

お答えすることができません。

○議長 赤嶺奈津江さん 10番 大城勇太議員。

○10番 大城勇太君 自分も小学校のとき、小学校を

卒業してから新しい校舎に建て直してですね、そのと

きここが駐車場だったという記憶がかすかに残ってい

るんですね。そのときに、駐車場があったときに、過

去に焼却炉がその場所にあったと思うんです。この焼

却炉があって、今回地盤調査で様々な鉄が出てきてい

ると思うんですけれども。やはりこの磁気探査したら、

かなりの数の鉄、大きさで言えば１メートルの鉄も出

てきたりブロックも出てくる、大きいブロックですね、

普通のブロック。普通、園庭整備をするんだったら砂

利を敷いてその上に土をやって水はけをよくするのは

分かるんですけれども。昔に、この駐車場だった記憶

があるので、実は駐車場をそのまま壊して、その上に

土を埋めたんじゃないかと、僕の憶測なんですけれど

も。それで焼却炉で燃やした鉄がそこにあったのでは

ないか、この鉄を確認して見ると燃やされた形跡もあっ

たので、もしかしたらこの鉄がこのときのものだった

のかなというふうに思いますので、今回危険を除去す

る作業も全体的なものをやっていないと思うので、是

非今回ですね、50万円の予算がついていると思います

が、予算を拡大して幼稚園全体的な整備をしてほしい

なというのが僕の思いなんですけど、それはいかがで

しょうか。

○議長 赤嶺奈津江さん 教育総務課長。

○教育総務課長 比嘉純子さん お答えいたします。

次年度も引き続き園庭整備を行っていきたいと考えて

おります。

○議長 赤嶺奈津江さん 10番 大城勇太議員。

○10番 大城勇太君 ありがとうございます。このト

ラックだけではなくてですね、幼稚園の拝所側のほう

も、もうブロックがむき出し、石ではなくてブロック

がむき出しの部分が結構あるので、是非これは見てい

ただいて、整備に予算をかけてほしいなというのが僕

の思いですので、是非子どもたちが転んで何かしら事

故が起きてからでは遅いですので、是非これも検討し

ていただいて早急にやっていただけたらと思います。

（２）津嘉山幼稚園のブランコなんですけれども、

今までに津嘉山幼稚園はブランコはありましたでしょ

うか。

○議長 赤嶺奈津江さん 教育総務課長。

○教育総務課長 比嘉純子さん 以前にブランコが

あったと確認しております。

○議長 赤嶺奈津江さん 10番 大城勇太議員。

○10番 大城勇太君 ありがとうございます。全国の

幼稚園の遊具設置のランキングを見てみると、実は１

位がブランコなんですね。ブランコはやっぱり子ども

たちにとって楽しいので、津嘉山区でもおととしです

ね、各公園のブランコ設置をしました。そのときも町

からの予算で設置をしていますけれども。実はこの津

嘉山幼稚園はブランコ設置が今ひもで、園長先生が独

自に造って、ブランコのひもとあとタイヤをぶら下げ

ているんですけれども。自分もちょっと乗ってみたら、

ひも痛いんですね、お尻が。子どもたちも結構乗るん

ですけれども、まぁなかなか長くは乗らない。だから

子どもたちにとってもブランコというものは楽しい遊

具の１つであるからこそ、私は津嘉山幼稚園、町内で

も一番多いと思っておりますので、是非このブランコ

設置をどうにかできないかなというふうに園長先生に

も相談したんですけれども。場所の確保が今度は問題

になってくるんですね。ですので今度は除去していく、

どんどん危険が減っていくのを見たらシーソーが危な

いから、シーソーが結構今までいろんなところついて

いない、危ないということで撤去されているのが多い

ので、シーソーを見てみるとシーソーが案外腐食して

いるので、今度またシーソーが何と言うんですか、検

査のときにシーソーがもう危ないから壊さないといけ

ないよというのであれば、今回予算で滑り台がつくわ

けですから、本当は複合的なものが、ブランコも一緒

につけれたらいいなと思ってはいるんですけれども、

それに対して滑り台とブランコの一体型のものがあれ

ば設置できないでしょうか。

○議長 赤嶺奈津江さん 教育総務課長。

○教育総務課長 比嘉純子さん お答えいたします。

遊具については、園のほうと協議をして、どういった

遊具が必要かということを協議して予算計上し、設置

していきたいと考えております。

○議長 赤嶺奈津江さん 10番 大城勇太議員。

○10番 大城勇太君 ありがとうございます。やはり

子どもたち、僕の子どもも幼稚園にいますけれども、

ブランコも大好きでですね、津嘉山のセブン-イレブン



の横に行ったり、公民館の下に行ってよくブランコに

乗ったりします。やはりもうこれ以上下の子がいない

ので幼稚園に行くことはありませんけれども、是非子

どもたちのクリスマスプレゼントとして、是非設置を

するということだけを言っていただけないでしょうか。

○議長 赤嶺奈津江さん 教育部長。

○教育部長 与那嶺秀勝君 お答えします。先ほど課

長からもありましたように、他の幼稚園も確認しなが

ら設置について検討してまいります。

○議長 赤嶺奈津江さん 10番 大城勇太議員。

○10番 大城勇太君 ありがとうございます。是非ブ

ランコ設置のほうもよろしくお願いしたいと思います。

大きい３番に移りますけれども、大きい３番、イン

フルエンザ自己負担ゼロなんですけれども、今回富信

議員もインフルエンザのほうで質問しました。やはり

このインフルエンザワクチンというものは、1,000円負

担になったというものは財政健全化計画で町民に少し

でも負担していただこうというふうな形でなったと思

いますが、先日の答弁でも周りの市町村と整合性を保

ちながら見ていきたいということですけれども、小学

生までの医療費無料というのは南風原町18歳までやっ

ていますよね。周りを見てもなかなかやっていない。

なのであれば私は、お年寄りにも是非この1,000円の負

担、なくしていただきたいと思います。先日の答弁で

あったように、約8,000人の方々が65歳以上いると。

4,500円は町が負担している。約3,600万円。あと1,000

円負担すると4,400万円。800万円しか変わらないので

あれば、私からしたら是非どうにか1,000円負担してい

ただきたいと思いますが、これは国保年金課長なのか

企画なのか分かりませんが、是非やりますという町民

への、65歳以上へのクリスマスプレゼントとして答弁

していただけないでしょうか。お願いします。

○議長 赤嶺奈津江さん 国保年金課長。

○国保年金課長 髙良星一郎君 大城勇太議員のご質

問にお答えします。この高齢者に係るインフルエンザ

ワクチンの接種は自己負担1,000円は令和２年から始

まっているんですが、自己負担をやる前の平成30年度、

あと令和元年度の接種率と比較しまして、この令和４

年度の1,000円自己負担したときの接種率も、以前の接

種率の水準はもう超えていまして、自己負担1,000円が

あるなしで接種率が変わるというのはないと判断して

います。また南部７市町を見回しても、南風原町も含

めて1,000円自己負担を行っていますので、当面の間は

この自己負担をやっていくというのは続けてまいりた

いと考えています。以上です。

○議長 赤嶺奈津江さん 10番 大城勇太議員。

○10番 大城勇太君 実はこのインフルエンザワクチ

ンの自己負担ゼロも町民の方が、何で以前は無料だっ

たのにということがきっかけで質問しております。実

は幼稚園、僕、津嘉山幼稚園に子どもがいますけれど

も、実は子どもからうつっている高齢者の方って結構

いまして、クラス半分以上がインフルエンザで休んだ

時期があったんですけれども。このときに、やはり片

親世帯だったり、南風原町は共働き世帯も結構います

ので、おじいちゃんおばあちゃんが迎えに来る方も結

構いるんですね。なのでこれだけインフルエンザが増

えて、流行しているときに、おじいちゃんおばあちゃ

んに負担かけてはいけないから、迎えは私がもう仕事

休んで行くよと、これだけインフルエンザが増えてる

時期に、是非高齢者には接種率がどうのこうのではな

くてですね、南風原町独自のものを、小学生の医療費

もやっているわけですから高齢者にもやってあげる。

町長が言うように子どもからお年寄りまで住みよいま

ちづくりを目指すのであれば、是非私はこの高齢者に

対するまずはインフルエンザのワクチンから復活させ

ていただきたいと思いますけれども、町長見解をお伺

いします。

○議長 赤嶺奈津江さん 町長。

○町長 赤嶺正之君 それではただいまの勇太議員の

ご質問にお答えいたします。高齢者へのインフルエン

ザの予防接種の自己負担ゼロというふうなご質問でご

ざいますけれども、この件に関しましてはおとといも

知念富信議員からも同じような趣旨のご質問がござい

ました。町長としては、本当はやりたいです。ですけ

れども先ほど答弁ありましたように、隣町村との状況

等も見ながら、あるいは将来の本町の財政の状況なん

かも想定しながら、慎重に調査研究すべきじゃないか

というふうに考えております。議員からも今ご質問の

中でございましたけれども、子どもたちのインフルエ

ンザ罹患が今年は非常にすごかったと。学級閉鎖が続

いた小学校もございましたけれども、そういったふう

なものを考えますと、現在は子どものインフルエンザ

の予防接種に関しましては定期の予防接種ではないも

のですから、任意ですので当然有料になっているわけ

ですね。そういうことで高齢者も含めて、あるいは子

どもたちも含めてですね、どうすべきかというのはやっ

ぱり調査研究すべきじゃないかなというふうに私は考

えているところです。同時にまた、このワクチンに関

しましていろいろ課題もございましてですね、議員さ

ん方もご承知のとおり、コロナワクチンの接種につい

て中止するようにという陳情もあったぐらいでござい

ますので、そういったふうなものを含めて調査研究す



る時間をいただきたいというふうに思っております。

以上でございます。

○議長 赤嶺奈津江さん 10番 大城勇太議員。

○10番 大城勇太君 町長、ありがとうございます。

昨日、今日の紙面でもあったように、子どもでもイン

フルエンザで亡くなる方もいますので、是非ですね、

南風原町のお年寄りを守る上でも、是非この町長の政

策の１つとしてこれからもしっかり持っていただいて、

先ほど答弁があったように子どもまでできるのであれ

ば、なおさらそれに越したことはないと私は思ってお

りますので、やはり子どもからお年寄りまで住みよい

まちづくりを目指すために、私たち議員も一環となっ

てこれから政策に取り組んでいきますので、今回の質

問はある程度陳情もかなったのかなと。クリスマスプ

レゼントではなくてですね、大みそかは私誕生日です

ので、そのプレゼントとしてもよかったのかなという

ふうに思いますので、それも含めてまた頑張っていき

たいと思いますので、よろしくお願いして一般質問を

終わりたいと思います。ありがとうございます。

○議長 赤嶺奈津江さん 休憩します。

休憩（午前11時16分）

再開（午前11時17分）

○議長 赤嶺奈津江さん 再開します。

通告書のとおり順次発言を許します。８番 大宜見

洋文議員。

〔大宜見洋文議員 登壇〕

○８番 大宜見洋文君 では、引き続き３番目の一般

質問をさせていただきます。質問１、放課後児童クラ

ブの待機学童について。（１）９月の答弁の後、待機学

童数に変化はあるか。（２）次年度の待機学童の予測は

どうか。

質問２、町内の公園や町道路維持管理の際、除草剤

の使用について。（１）持続可能な社会に向けて、町内

での除草作業に除草剤の使用は止めるべきとの町民か

らの意見が届いた。町長の見解を問う。（２）除草剤散

布を行う作業員に、体内摂取のリスクはないか。（３）

町道で除草剤を散布する際に、町民へ事前告知はして

いるか。

質問３、持続可能な開発目標に向けて、本町はどう

取り組むか。（１）みどりの食料システム戦略に向け、

本町は具体的にどう取り組むのか。（２）都市型農業と

は何か。（３）９月定例会で４パーミル運動へ本町も取

り組んではと提言した。その後、施策への進展はある

か。（４）ユニバーサル農業とは何か。（５）はえばる

エコセンターは、開発目標に取り組む中心になる重要

な機関だと考えるがどうか。（６）エコセンターの活動

に、以前は子どもエコクラブの活動もあったと聞く。

環境省の進める子どもエコクラブには、本町の子ども

たちへ将来を担う人材育成としての重要なプログラム

がたくさんあると考えるが、子どもエコクラブ活動を

再開する考えはないか。

質問４、町民体育館建設について。（１）先日の全員

協議会で進捗状況の説明があった。駐車場のキャパが

少ない課題に対し、沖縄市の例から大型ショッピング

センターと連携してシャトルバスの運行も考えている

かの質問に、ちむぐくる館などの既存の公共施設の駐

車場の利用を考えているとのことだが、どういう経緯

でその方針になったのか。（２）既存の公共施設の駐車

場は、そもそもそのサービスを受ける町民への配慮で

あり、体育館でイベントがあるから、そのために駐車

場が使えないとなると、利用者である町民をないがし

ろにすることで本末転倒ではないか。以上、一括で質

問しました。よろしくお願いします。

○議長 赤嶺奈津江さん 副町長。

○副町長 新垣吉紀君 質問事項１点目（１）につい

てお答えします。令和５年12月８日時点で12人となっ

ています。

（２）についてです。学童の申込みは、令和６年１

月４日から18日の期間であり、同期間の申込状況を踏

まえて待機児童の有無が分かります。

続きまして質問事項２点目（１）（２）は一括で答弁

をいたします。令和５年３月末時点で、町道の延長が

約94キロあり、除草作業が追いつかないのが現状であ

ります。特に夏場は草の繁茂が早く、作業時期が集中

していることもあることから、道路部に限り除草剤の

散布を行っている箇所がございます。また作業員の体

内摂取のリスクにつきましては、人や動物に対して毒

性のない製品を使用しており、影響はないものと考え

ています。

（３）です。除草剤の散布作業中は看板で周知をし

ておりますが、事前周知は行っておりません。

質問事項３点目（１）です。みどりの食料システム

戦略の化学肥料、農薬の低減に向けて段階的な取組が

必要であり、沖縄県農業改良普及センターと農業関係

団体と連携して取り組んでまいります。

（２）です。市街地及びその周辺の地域において行

われる農業であり、消費地に近いという利点を生かし

た新鮮な農産物の提供や農業体験の場の提供、災害に

備えたオープンスペースの確保、安らぎや潤いといっ

た緑地空間の提供など、多様な役割を果たすものであ



ります。

（３）です。４パーミル運動に関する進展は、現在

ございません。

（４）についてです。ユニバーサル農業とは、子ど

もや障がい者など、誰もが「農」に親しみ、多彩な効

用を享受することを通じて、農業の理解促進と社会的

価値の向上を図るものです。

（５）です。本町において環境教育やリサイクル情

報の収集、提供等の事業を行う施設であります。

（６）です。子どもエコクラブ活動の再開について

は、その可否か否かを含め、今後検討してまいります。

続きまして、質問事項４点目（１）についてです。

方針は、黄金森公園屋内運動施設基本計画にて定めま

した。イベント会場での駐車場の供給に対して需要が

上回る日数は、年間を通じて限定的であることから、

そのような場合は黄金森公園の既存駐車場、その他周

辺の公共施設及び商業施設の既存駐車場を利用するこ

とや、公共交通の推進及びシャトルバスの送迎対応に

てイベントへの対応は可能との結論となりました。

（２）についてです。既存公共施設の駐車場は、利

用者が最優先と考えます。イベント等で既存駐車場を

使用する場合は、施設管理者や施設利用者に対し事前

の調整や周知を行い、理解を得ていきたいと考えてい

ます。

○議長 赤嶺奈津江さん ８番 大宜見洋文議員。

○８番 大宜見洋文君 答弁ありがとうございました。

それでは再質問から一問一答でお願いします。

放課後児童クラブの待機学童数ですが、９月の質問

のときには28名だったと思います。それよりも少なく

なっているので、改善していることについてはほっと

していますけれども、やはり入れていない児童とその

保護者の皆さんにはですね、大変苦痛というか、負担

をかけている状況だと思っています。今後、残りはも

う３学期だけになってしまうので、このまま入れない

まま一年が過ぎてしまうのか。この辺に関しての町の

見解はいかがでしょうか。

○議長 赤嶺奈津江さん こども課長。

○こども課長 儀間博嗣君 お答えいたします。待機

児童のお子さん、保護者に対しては大変ご不便をおか

けして申し訳なく思っております。待機児童の解消に

ついては、利用している児童がもう利用を止める、も

う利用をする必要がなくなったということで空きが出

たところに新たに入所が行われているところでござい

ますが、我々は引き続きですね、そういった利用の状

況を把握し、その空きが出たところに待機児童のほう

へ連絡をするという作業を引き続き行っていきます。

以上でございます。

○議長 赤嶺奈津江さん ８番 大宜見洋文議員。

○８番 大宜見洋文君 ４月の時点で大分待機児童が

出るということで、６月の一般質問でも質問したと思

いますが、そのときの答弁では児童館も紹介するとい

うような答弁があったと思います。現在、この児童館

での預かりというんですか、どういう見守り体制がさ

れているのか教えてください。

○議長 赤嶺奈津江さん こども課長。

○こども課長 儀間博嗣君 お答えいたします。まず

児童館のほうにおいては、まず利用自体が誰でも利用

できるというような制度になっておりまして、そちら

のほうで利用をする方にですね、この放課後児童クラ

ブを、待機児童だからといった対応の変化があるわけ

ではなくてですね、そちらの一般的な児童館の利用を

案内しているという状況がございます。

○議長 赤嶺奈津江さん ８番 大宜見洋文議員。

○８番 大宜見洋文君 ありがとうございます。やは

りサービスが全く異なっていて、やはり学童クラブに

入れてない児童のサービスと入っている児童のサービ

スの違い、やはり差があるなということを感じます。

やはり先ほどから當眞議員からも、憲法に関しての質

問とかが入って来ました。調べてみたら、全ての国民

は憲法14条第１項にもですね、法の下に平等であって、

人種、信条、性別、社会的民分、または門地により政

治的、経済的または社会的関係において差別されない

というふうにうたわれていますね。で26条の第１項に

も、法の定めるところにより、その能力に応じて等し

く教育を受ける権利を有すると定められています。是

非、今後何と言うんですか、解消に向けて努力を重ね

てもらいたいと思っていますが、具体的に、もうこれ

から３月までは方法は、もう空きが来る以外はないと

いうことでしょうか。

○議長 赤嶺奈津江さん こども課長。

○こども課長 儀間博嗣君 お答えいたします。先ほ

ど12名の待機児童が今存在しているというふうに答弁

いたしましたが、うち９名が津嘉山小学校の待機児童

という内訳となっております。次年度においては、津

嘉山地区に１施設学童を増やして48名の受入れを増や

すような取組、その予定でですね、受入れの今申込み

を受け付けている状況でございます。以上です。

○議長 赤嶺奈津江さん ８番 大宜見洋文議員。

○８番 大宜見洋文君 この12名の児童の保護者のほ

うからは、今の状態でもクレームとかは来ていない状

況ですか。

○議長 赤嶺奈津江さん 休憩します。



休憩（午前11時30分）

再開（午前11時30分）

○議長 赤嶺奈津江さん 再開します。こども課長。

○こども課長 儀間博嗣君 お答えいたします。入り

たいという意思があって申込みは受け付けております

が、クレームというような範疇での意見は受けており

ません。以上です。

○議長 赤嶺奈津江さん ８番 大宜見洋文議員。

○８番 大宜見洋文君 ありがとうございます。何と

か我慢して生活しているのかなという状況かなと感じ

ました。次年度に向けてですね、では来年の４月から

は待機学童が解消されるのか、この辺についてですね、

ＮＰＯ支援センターが提供しているデータを用いてで

すね、津嘉山の学童の指導員は昨年、今年度の待機学

童を予測して今年度40名ぐらいいるよという予測を立

てたそうです。それに対して、やはり同じぐらいの数

の待機学童が出ていましたと報告を受けました。次年

度に向けての予測をして、次年度もやはり30名ぐらい

出るんじゃないかなという予測結果が出たと聞いてい

ます。今の答弁では、来年の１月４日から１月18日の

間の期間での状況を踏まえて待機児童の有無が分かる

と。そのときから対応を考えるということでよろしい

ですか。

○議長 赤嶺奈津江さん こども課長。

○こども課長 儀間博嗣君 お答えいたします。まず

待機児童が発生した場合は、その対応というものをしっ

かり我々は検討していきますが、答弁でありますよう

に待機児童の有無についてはですね、やはり申し込み

をしてその利用者に応じて引き算をして、出てきたと

ころが分かりますので、そういった部分で我々のほう

は判断していきたいというのが考えでございます。

○議長 赤嶺奈津江さん ８番 大宜見洋文議員。

○８番 大宜見洋文君 この時点で対応を考える、も

し待機学童が発生するという場合ですね、この時点で

の対応で間に合うのかどうか。人数もまだ分からない

状況ですけれども、心配するのは先ほど言った予測、

予測値が出ていると。そこでは30人ぐらい出そうとい

う予測が出ているよということもありますので、この

辺をどう受け取るのかですね。まず１つは、その時点

で発生する件数を基に４月に間に合うのかという点と、

今からそういう人数が出るかもしれないということで

何か対策を練る必要がないか。この２点お願いします。

○議長 赤嶺奈津江さん こども課長。

○こども課長 儀間博嗣君 お答えいたします。まず

前提としてですね、我々のほうは町内に小学生、特に

低学年、また新しく入って来る１年生が校区ごとにど

れぐらいいるのかとか、あと過去の利用率とか、そう

いったものは全て把握はしております。そういったと

ころで今予測というような話がございましたが、１か

所の学童のほうから、その予測に基づいて待機児童が

出るというような数値の提供は受けておりますが、あ

くまでそれはその学童自体の予測に基づくものでござ

いまして、我々全体的な学童クラブとそういったよう

な話はしてなくて、学童クラブの申込みを踏まえて待

機児童が出るものというふうに考えております。さき

に述べましたそういった利用率とか、あとはそういっ

た継続の部分も加味して、一定程度の予測というもの

は待機児童のほうは数値自体は持っておりますが、待

機児童が出るかというものについては、その学童の利

用の状況などを踏まえて判断されますので、しっかり

その申込みの状況を踏まえたいというのが考えでござ

います。

○議長 赤嶺奈津江さん ８番 大宜見洋文議員。

○８番 大宜見洋文君 町の方針を聞けてよかったで

す。是非来年の４月には待機学童が解消されますよう

に進めてもらいたいということで１問目は終わります。

続いて除草剤の件ですね、質問２ですが、94キロと

いうすごいやっぱり広い範囲だなということにびっく

りしました。さすがに間に合ってないのは、やっぱり

通って見てですね、分かります。ただそこにやはり除

草剤が撒かれているというのがよく分かるらしくて、

自分も分かるんですけれども。それが結構期間が長く

効果が発生していたものですから、何回も撒いている

という不安とですね、そういうことに国道だったかな、

看板があるんですよ、撒いていますよという期間も載

せて。これはあるのにというメールで写真も届いてで

すね、町はやっているのかという話がありましたので。

案内板は載せているということで、あんまり見たこと

はないんですが、あるんですかね、すみません。

○議長 赤嶺奈津江さん 都市整備課長。

○都市整備課長 与那嶺 豊君 お答えいたします。

看板についてはですね、作業中の看板は設置しており

ます。マニュアルでは本来、この大きな看板で事前に

周知をすることになってますが、町の認識不足でそれ

はやっていませんでした。以上です。

○議長 赤嶺奈津江さん ８番 大宜見洋文議員。

○８番 大宜見洋文君 ありがとうございます。ちょっ

と質問が前後しちゃいましたけれども、是非次からは

案内、周知徹底していただきたいなと思います。この

質問は、やはり何名かの町民の方と、町外に住んでい

らっしゃる方で化学物質過敏症で悩んでいる方からも

一応あったので、やはりこういうことを気にしている



人が結構いるんじゃないかなということでの質問です。

除草剤に関しては、やはり拒絶する人たちもいるので、

ほかに何かいい方法がないかなと調べてみました。最

近では高温水除草という方法がありまして、90度前後

のお湯をかけたら植物の根のたんぱく質構造が変化し、

生育障害を発生させるということで除草ができると、

そういう高温水除草工法があるということを見つけま

したが、この辺についての調査はされているでしょう

か。

○議長 赤嶺奈津江さん 都市整備課長。

○都市整備課長 与那嶺 豊君 ただいまの工法につ

いては、調査をしておりません。ただ除草剤の使用に

つきましてはですね、沖縄県のほうで発行しています

沖縄県園路景観向上技術ガイドライン及び除草剤の安

全使用マニュアルにのっとって使用しております。

○議長 赤嶺奈津江さん ８番 大宜見洋文議員。

○８番 大宜見洋文君 やっぱり除草剤の化学成分な

ども化学物質過敏症の方たちには、かなりストレスに

なったりするという状況も出てきてますので、是非高

温水除草工法についても調べてもらって、どちらが、

ネットで見るとそっちのほうが効率がいいような表記

もあったりするので、是非調べてもらいたいと思いま

すがいかがでしょうか。

○議長 赤嶺奈津江さん 都市整備課長。

○都市整備課長 与那嶺 豊君 ただいまの件につい

て、調査研究してまいりたいと思います。以上です。

○議長 赤嶺奈津江さん ８番 大宜見洋文議員。

○８番 大宜見洋文君 ありがとうございました。

また、次に進みます。質問３、持続可能な開発目標

に向けて本町はどう取り組むか。４階の産業振興課の

ほうで、こういうパンフレットがありますね。これに

やはりいろいろ、これからの国が進めていくものが詳

しく載っていました。本町でまずこの農薬の軽減、化

学肥料農薬の低減に向けて活動している農家もいると

思いますが、この辺の調査をされているでしょうか。

○議長 赤嶺奈津江さん 産業振興課長。

○産業振興課長 松本仁志君 お答えいたします。ま

ず栽培方法に関して何件あるかとかいう調査はしてお

りません。大多数の方が慣行栽培をされていると、そ

ういうふうに考えております。以上です。

○議長 赤嶺奈津江さん ８番 大宜見洋文議員。

○８番 大宜見洋文君 12月16日のタイムスに、沖縄

ガスさんが事業用ボイラーの設備の更新で生じる二酸

化炭素の削減排出量を集め、国が承認するＪ－クレジッ

トとして取り引きする事業を始めたとの内容の記事が

掲載されていました。農水省が作成したみどりの食料

システム戦略のパンフレットにもですね、Ｊ－クレジッ

トを活用した具体例の解説もあります。この急に出て

きたＪ－クレジットが本町にどういう影響をもたらす

のかなと、いろいろ調べてみたんですね。そうすると、

この後の質問につながるんですけれども、４パーミル

イニシアティブという運動ですが、地中に炭素を入れ

ていくことによって空気中のＣＯ２などの温室効果ガス

を減らしていくと、こういう効果を上げる事業をした

ら、その排出している側からお金がもらえるみたいな、

そういうのがあるというふうに自分は認識しているん

ですけれども。そもそもカーボンクレジット、そうい

う内容だと思いますけれども、どういう内容か説明で

きますか。よろしくお願いします。

○議長 赤嶺奈津江さん 産業振興課長。

○産業振興課長 松本仁志君 お答えいたします。こ

れまでですね、農薬あるいは化学肥料ですね、そういっ

たものの低減に関してはある程度調べておりますが、

今おっしゃった件に関しては確認はしておりません。

○議長 赤嶺奈津江さん ８番 大宜見洋文議員。

○８番 大宜見洋文君 カーボンクレジットというの

は、二酸化炭素をはじめとした温室効果ガスを排出す

る権利のことだそうです。現在、その慣行栽培で化学

肥料を土に混ぜるということによって、土の中で亜酸

化窒素という気体が発生して蒸発すると、これが空気

中に漂うことで二酸化炭素の300倍の温室効果があると

いうことが分かってですね、今後、国が進めて行く理

由がその削減となっていると思っています。だとする

と農業でもこの温室効果ガスを300倍も発生していると

いう状況になっていくので、事実としてもう分かって

るので、僕が心配するのは工業だけじゃなくて農業で

もこういうカーボンクレジットを支払わないといけな

い状況になってくるんじゃないかなと、こういう心配

を感じていますが、この辺について調査をされません

か。

○議長 赤嶺奈津江さん 産業振興課長。

○産業振興課長 松本仁志君 お答えいたします。ま

ずカーボンクレジットに関する調査、こちらのほうは

現時点ではまず考えておりません。みどりの食料シス

テム戦略においては目標値、目標が設定されておりま

す。まず化学農薬に関しましては2050年までに使用料

を50％低減を目指しましょうと、また化学肥料に関し

ましても現在の使用料の30％を目指していきましょう

と、そういった部分から私たち技術的な部門を見る農

業関係団体、あるいは僕ら連携してですね、町内の大

多数、慣行栽培を行っている方が離農することがない

ように段階的に取り組んでいくことが重要だと考えて



おります。以上です。

○議長 赤嶺奈津江さん ８番 大宜見洋文議員。

○８番 大宜見洋文君 今までの農業スタイルに固執

するしか、何と言うんですか、これしかないという状

況にある農家の皆さんが、本当に申し訳ないんですけ

れどもね、やはり世界中の環境を考えるとそこにしが

みついているわけにはいかないと思うので。さらにそ

ういうのに呼応して農薬化学肥料除草剤を使わない持

続可能な社会づくりに呼応するのにですね、自然栽培、

自然農法が広がってきていて、そこに最近テレビでも

出ていたんですけれども、協生農法という新しい言葉

が今注目されていると話題になっています。東大出身

の研究者やお医者さんも関わって、これがアフリカと

か世界中に広がってきているという説明でした。慣行

栽培に代わり、環境に負荷をかけない持続可能な自然

栽培や自然農法、最近また注目されている菌ちゃん農

法という枯れ木、枯れ枝を畝に一緒に入れて、これに

糸状菌がこれを餌として、５年も６年も土を耕さなく

ても済むという農法も発見されていまして、いろいろ

本当に化学肥料を使わない、慣行栽培に代わる農業が

いろいろ出てきています。是非そういうところも研究

してもらって、南風原町でそういう安全安心な栽培農

法で育てた野菜が南風原にいっぱいあるよと、そうい

うブランド化を目指してほしいんですが、全く今のと

ころそういう考えはないということでよろしいですか。

○議長 赤嶺奈津江さん 産業振興課長。

○産業振興課長 松本仁志君 お答えいたします。ま

ずこれまでの議会でも答弁したと思いますが、栽培方

法に限定した、そういった農業の振興は考えておりま

せん。これも以前の議会で答弁したと思います。もち

ろん自然栽培、無農薬等の、これも１つのブランドで

あります。私ども南風原町にはつかざん完熟かぼちゃ、

南風原かぼちゃといった既にブランド化して成功して

いる事例もございます。そういった部分も含めて段階

的に、みどりの食料システム戦略の目標に向けて取り

組んでいくことが重要だと考えております。以上です。

○議長 赤嶺奈津江さん ８番 大宜見洋文議員。

○８番 大宜見洋文君 ありがとうございました。時

間がないので次に進みます。

都市型農業、これもある方から情報いただいて調べ

てみたら、南風原町みたいな、那覇に、都会と本当に

接している地域に合った農業じゃないかなということ

で提案しました。やはりこうやって答弁内容にもあり

ますように、非常に有効だと思うんですね。例えばこ

こで町民同士がコミュニケーションを交わすというこ

とで、いろんなつながりが生まれてきやすいという効

果も生まれてくると思っています。南風原町内でそう

いう都市型農業を普及させるという考えはないでしょ

うか。

○議長 赤嶺奈津江さん 産業振興課長。

○産業振興課長 松本仁志君 お答えいたします。現

在ですね、農業を取り巻く環境、こちらのほうが資材

高騰等、厳しい状況にあります。担当課としましては、

今農業を頑張っておられる方々、こういった方々をしっ

かり支える、そこに重点を置いて取り組んでいるとこ

ろであります。そういったことから、現時点では考え

ておりません。以上です。

○議長 赤嶺奈津江さん ８番 大宜見洋文議員。

○８番 大宜見洋文君 それでもやはり、もうこれが

いい機会だからといって止めていかれる方もいると思

うんですよ。耕作できないという状況も、これから産

まれてくると思うんですね。そういう畑、農場をこう

いうふうな使い方、こっちのほうがまた逆に何ですか

ね、利用料を高めに設定して、那覇の方たちにも利用

できるようにするという形を取れば、地主さんもいい

収入になったりするという動きもあるんではないかな

と、そういう取組も研究してほしいなということで提

案しています。やはり持続可能なですね、先ほどの自

然栽培などの農法もそういうところで取り入れること

ができれば、南風原町が新たなブランドを活用を生む

んじゃないかなということでの提案でもあります。さ

らに私が第一団地の自治会長をしていたときにですね、

那覇市繁多川のアタイグヮープロジェクトのようなちっ

ちゃいアタイグヮーをつくって野菜を植えようという

提案をしたところ、今まで自治会活動に関わらなかっ

た人たちが参加してくれたりですね、面白い発見とか

もありました。これはやはり自治会の加入率、連携、

住民の連携にもつながるということを実感しましたの

で、町として、産業振興課じゃなくてもですね、総務

課とか企画のほうでもそういう施策がつくれないのか。

あとは保健関係もですね、住民の健康増進のためにも

効果が見られると思うんですが、その辺の展開にはもっ

ていけないのかどうか。お願いします。

○議長 赤嶺奈津江さん 休憩します。

休憩（午前11時50分）

再開（午前11時50分）

○議長 赤嶺奈津江さん 再開します。副町長。

○副町長 新垣吉紀君 ご質問の趣旨は、多分自然の

農法による農業の振興だというふうに理解はしており

ますが、先ほどの菜園の話になると、それはまた趣味

の世界でございまして、多分農業とはちょっと別物だ

というふうに思っております。それを地域づくりに生



かす１つのツールとしてであればそれはそれでよしと

して考えるんですが、また農業の振興になりますと、

やはり行政というのは農家が振興というか、この農家

を支えていくのがやはり行政であって、行政がこれを

やれあれをやれというのではないというふうに私は考

えております。ですのでやはり環境負荷の少ない農法

を推進したりすることは、推奨したりすることはでき

ると思うんですが、やはり主は農家であるというふう

に考えておりますので、今後も担当課長からあったよ

うに、しっかりと農家の皆さんを支えた農業振興に努

めていきたいというふうな考えでございます。

○議長 赤嶺奈津江さん ８番 大宜見洋文議員。

○８番 大宜見洋文君 シェア農園というんですか、

シェア畑とか、与那原にも市民農園みたいなのもある

んですけれども、そういうところで家庭のお母さんた

ちが借りてですね、ちっちゃく借りて始めていって、

そこからステップアップして大きく借りたい、さらに

農業をしたいという人が出てきている事例もあるんで

すよ。だからそういうほうにつなげてもいけるし、逆

に地域の連携をつなぐこともできると。総合的な施策

として産業振興課だけじゃなくて、こちらのほうでも

何か施策つなげられないかなということでの今の質問

です。その辺はどうでしょうか。

○議長 赤嶺奈津江さん 副町長。

○副町長 新垣吉紀君 申し上げましたように、地域

づくりからきっかけで農家に行く、それもよし。それ

は全て縦割りではない、横の連携も我々努力も必要だ

し、それはそれでそういったケースがあればどんどん

推奨していきたいというふうに考えています。

○議長 赤嶺奈津江さん ８番 大宜見洋文議員。

○８番 大宜見洋文君 ありがとうございました。続

いて都市型農業についてはここで議論を終わりまして、

４パーミル、是非ですね、この質問した後、職員の皆

さんからも、町民の何名かからも、この質問に興味を

持つ方が結構いたのでちょっとびっくりしました。自

分たちとしては、自分たちのやっている農業がこれに

つながっていって、さらにそこからＪ－クレジットみ

たいな、炭素が売買できる、貢献がさらにお金になる

という、そういうシステムにもつながっていけるので

あれば、農業にも結構支援が来るなという思いで一応

質問しています。これを進めている県はですね、やは

りそういう資源が多いということで、樹木を切ってそ

れを炭にして炭素を固定していく。それが実績となっ

てＪ－クレジット、売れるという感じになっていくん

だろうなということで自分は前から質問しているんで

すけれども。これが南風原町でもできるんじゃないか

なと思っていてですね、実際、私たちの自然栽培グルー

プでも、雅史議員が質問をやったような、すぐやる班

から買った草をいただいてですね、自分たちの畑に投

入して、これを一年中続けることによって土がふかふ

かになっていくと。そうすると耕運機や管理機という

動力を使わなくても土がふかふかな状態で不耕起栽培

が可能になっているという状況が出てきています。そ

れをするためには、本当にたくさんの草木が必要だと

いうことになってきているので、これを循環させきれ

れば４パーミルにつながっていくんじゃないかなと思っ

ていますが、この辺の行政も関わってもらって、自分

たちの活動も見てもらって、これがそこにつなげられ

るのか。僕らはそう思っていますけれども、そういう

研究にもしてもらいたいなと思うんですが、その辺は

どうでしょう。

○議長 赤嶺奈津江さん 産業振興課長。

○産業振興課長 松本仁志君 お答えいたします。今、

洋文議員がおっしゃられた考え方、それはそのとおり

ＳＤＧｓの考え方、それにのっとっていると思います。

本町においては、昨日でしたか、草を刈ってリサイク

ルする、そしてその堆肥を私どものほうで土づくり奨

励補助ですかね、そちらのほうで美玉の堆肥もたくさ

ん購入されている農家の皆さんおります。いろんな形

ではあるんですけれども、その考え方からすると４パー

ミル運動に直結するかは分かりませんが、そういう流

れは前からある程度できてるんではないか、そういう

ふうに考えております。以上です。

○議長 赤嶺奈津江さん ８番 大宜見洋文議員。

○８番 大宜見洋文君 ありがとうございました。是

非４パーミルに採用されるように、一緒に研究しても

らえたらうれしいですね。

次に行きます。次は、ユニバーサル農業ですね。こ

れは先月の11月に県主催の農福連携の講演会がうるま

市で開催されたときに行きました。そのとき登壇され

た方がですね、講師の方が、水耕栽培での大型の農園

でしたけれども、その方の農福連携が成功した理由が

ですね、ユニバーサルデザインを取り入れた農業を実

践されたことだったそうです。誰にでもできる作業工

程に改善した結果、女性や障がい者でも手軽に仕事が

できる環境が整い、重労働で大変な作業という農業の

イメージが払拭されて、人手不足の課題も発生せずに

安定した人員が確保できて、持続可能な経営に役立っ

ているというふうな報告がありました。ユニバーサル

デザインを取り入れることがですね、農業に対してで

もやはり後継者不足、人材不足の課題解決の一助にな

るんだと驚きました。これはやっぱり調べてみると行



政や企業内でもやはりユニバーサルデザインは重要だ

ということがうたわれてですね、取り組まれていると

思いますけれども、本町ではどういうふうにユニバー

サルデザインを取り入れているのか、教えてください。

○議長 赤嶺奈津江さん 休憩します。

休憩（午前11時58分）

再開（午前11時59分）

○議長 赤嶺奈津江さん 再開します。８番 大宜見

洋文議員。

○８番 大宜見洋文君 本町の産業振興課でもいいん

ですが、ユニバーサルデザインを取り入れている具体

例があれば教えてください。

○議長 赤嶺奈津江さん 産業振興課長。

○産業振興課長 松本仁志君 お答えいたします。産

業振興課で行っている業務において、直接ユニバーサ

ルデザインを導入している、そういった形に見えるも

のは今すぐ答弁することはできないんですけれども、

まず私たちが業務をする上でユニバーサルデザインを

念頭に置いて仕事をすることは重要だと考えておりま

す。以上です。

○議長 赤嶺奈津江さん ８番 大宜見洋文議員。

○８番 大宜見洋文君 無理な質問、すみませんでし

た。ネットで検索したらですね、町内４小学校の４年

生の総合的な学習の時間に、社協のボランティア担当

の職員による出前講座を行っているというのも載って

いましたので、やはり子どもたちにもそういう意識が

育まれているんだなということでうれしく思いました。

やはり今日の當眞議員の不登校問題にもちょっと気づ

いたというか、自分の感覚がですね、やはり学校現場

の先生たちの中にも、こういうユニバーサルのデザイ

ンを取り入れて職員にですね、そういう感覚の人たち

を入れると少し変わってくるのかなと、教育の環境が、

そういうのも今日の質問で感じました。是非いろんな

ところで、農業に限らずユニバーサルデザインを取り

入れて、誰にでも優しい行政運営をしてもらいたいな

ということでこの質問を終わります。

続いてエコセンターの件ですが、やはりこれからい

ろんな課題解決に向けて、持続可能な解決に向けて農

業もメインにですね、いろんな施策が展開できると思っ

ています。それでやはり本町での持続可能な社会に向

けての先駆的に活動しているはえばるエコセンターが、

これから重要な部署というか機関になると考えました。

今後の展開として、町はどう向かうのかなということ

で、具体的に動く予定はないのか。この答弁では、今

のところ見えませんけれども、今後どういう展開に持っ

ていけるのか教えてください。

○議長 赤嶺奈津江さん 住民環境課長。

○住民環境課長 金城直子さん お答えいたします。

以前は、町内の畑で生ごみを堆肥化して農作物を育て

る子どもエコクラブを実施しておりました。その後は

一般講座でエコクラブ会員を優先して参加を実施して

おりましたが、直近ではコロナ禍で中断していると確

認をしております。今後は、町民のニーズやエコセン

ターの現在の体制、またエコクラブの会員の募り方な

どを確認した上で、再開に向けて検討してまいりたい

と考えております。以上です。

○議長 赤嶺奈津江さん ８番 大宜見洋文議員。

○８番 大宜見洋文君 先ほどのＪ－クレジットなど

の補助金などももらえるような仕組みがこれから考え

られていくので、是非これはエコセンターの強化につ

ながるのか、また別に新たに機関をつくっていくのか、

これから考えていくことだと思うんですが、是非農政

班や観光協会と連携してもらって、この持続可能な社

会への事業展開を考えてほしいんですが、どうでしょ

うか。

○議長 赤嶺奈津江さん 住民環境課長。

○住民環境課長 金城直子さん お答えいたします。

現在、町のホームページや町の広報紙、また町の観光

サイトでエコセンターの事業内容の紹介を行っており

ます。今後も関係部署と連携して事業に取り組んでま

いりたいと考えております。以上です。

○議長 赤嶺奈津江さん ８番 大宜見洋文議員。

○８番 大宜見洋文君 ありがとうございます。この

子どもエコクラブも、以前に関わっていた方からやっ

ぱりこれからも続けるべきだという本人の強い意志が

ありまして、個人で畑や雑木林などで、畑仕事や自然

体験などボーイスカウト団体の保護者や自然栽培農業

に興味を持つ町民とも連携して、個人で子どもエコク

ラブの活動を始めた人も出ています。そういう活動に

対してですね、町としての支援が何かありませんかね。

○議長 赤嶺奈津江さん 住民環境課長。

○住民環境課長 金城直子さん 現在、中断をしてお

りますが、エコクラブの会員の募り方だとか、先ほど

の答弁にも申し上げたとおりエコセンターの現在の事

業内容だとか現在の人員のスタッフなどの体制なども

含めて、今後、検討していきたいと考えております。

以上です。

○議長 赤嶺奈津江さん ８番 大宜見洋文議員。

○８番 大宜見洋文君 続いて質問４のほうに移りま

す。商業施設の駐車場利用も検討される、送迎が可能

ということで結論に至ったと。もう既にその商業施設

の駐車場利用に関しては、企業からの協力についての



契約など書面での了解は得られているんでしょうか。

○議長 赤嶺奈津江さん 都市整備課長。

○都市整備課長 与那嶺 豊君 お答えいたします。

商業施設等の駐車場の使用については、まだ協議は行っ

てない段階であります。

○議長 赤嶺奈津江さん ８番 大宜見洋文議員。

○８番 大宜見洋文君 そっちのほうが早めにやるべ

きじゃないかなと思いました。それと年間を通して駐

車場の供給に対して需要が上回る日数が、年間を通し

て限定的であるということは、もう既にシミュレーショ

ンされているんですか、こういう計算で。

○議長 赤嶺奈津江さん 都市整備課長。

○都市整備課長 与那嶺 豊君 年間のイベント等に

ついては、これから参入業者との調整等もあると思い

ますけれども、既存の駐車場使用につきましてはです

ね、現在もまつり等、イベントにおきましては中央公

民館に併設されている駐車場とか、役場駐車場等も利

用しておりますので、その辺は対応していきたいと思

います。

○議長 赤嶺奈津江さん ８番 大宜見洋文議員。

○８番 大宜見洋文君 アリーナを整備するというこ

とで、大きなイベントが限定的となるとですね、この

整備する費用の分の費用対効果等、償却に係る金額も

かなり無理が生じてくるんじゃないかとちょっと不安

なんですが。それに町民からの声としてですね、収益

と収支のバランスはどうですかと、老朽化に伴う維持

管理の費用はなどの質問なども届いていまして、なか

なかこれに対しての答えが自分としても出せない状況

にあって、こういうものはこれからのそういう管理を

する会社との話合いということになるんでしょうけれ

ども、ベースとして町はそういうのを準備しておく必

要はないんでしょうかね。

○議長 赤嶺奈津江さん 休憩します。

休憩（午後０時07分）

再開（午後０時08分）

○議長 赤嶺奈津江さん 再開します。都市整備課長。

○都市整備課長 与那嶺 豊君 その事業費につきま

しては、近くの同型の施設を参考にして行っている数

字でございます。こういったイベント等の開催につき

ましては、今、行っていますＰＦＩの参入可能性調査

等のサウンディングにおいていろいろ検討してますが、

いろんな意見がございますが、まだ結論には至ってお

りません。

○議長 赤嶺奈津江さん ８番 大宜見洋文議員。

○８番 大宜見洋文君 もう時間がないのでちょっと

急ぎます。全協でいただいた資料の中で、いろいろ課

題に関して、課題や、参画に当たっての参入条件、行

政の要望など、これ見ても本来は計画、素案、構想の

段階で出てきていて、それを課題解決に向けて何をや

るよということが示されるべきだと思っていて、今頃

こういうのが出てきてですね、例えば駐車場代は不足

しているとか、あと飲食、次のページでは宿泊設備運

営上厳しいと。アリーナを造るのは、大体自分として

は……、宿泊施設はセットであるべきだと思っていた

んですよ今まで。なので旧社協、それも一緒に整備し

て……。

○議長 赤嶺奈津江さん 休憩します。

休憩（午後０時09分）

再開（午後１時12分）

○議長 赤嶺奈津江さん 再開します。

通告書のとおり順次発言を許します。９番 石垣大

志議員。

〔石垣大志議員 登壇〕

○９番 石垣大志君 皆さん、お疲れさまでございま

す。９番議員石垣大志、一般質問を始めてまいります。

質問事項１、危機管理対策について問います。（１）

2023年11月21日夜、北朝鮮から衛星の打ち上げを目的

にミサイルが発射され、沖縄県の上空を通過した。度

重なるミサイル発射に対し、国民保護の観点から避難

実施要領の策定について伺ってまいりますが、避難実

施要領は保護事案が発生した場合、住民の避難オペレー

ションを円滑に行えるよう避難経路や避難手段、関係

職員の配置等について市町村が作成するものとされて

おります。また市町村は、消防長が作成するマニュア

ルを参考に複数の避難実施要領パターンの作成に努め

るものとされておりますが、本町の避難実施要領策定

について見解を伺います。（２）度重なる衛星とされる

ミサイルの発射に対し、国及び県に求めることは何か

伺います。（３）通信手段の確保策として、地震、台風、

洪水、災害等の影響を受けないスターリンクの導入検

討ができないか伺います。

質問事項２、宮平川の氾濫対策について問います。

（１）宮平川の外水及び内水氾濫への対策について取

り組んでいることと考えますが、現在の河川氾濫対策

の取組状況について伺いたい。また、この課題に対し

国・県に求めることは何か伺う。（２）過去の一般質問

にて、令和６年度までとなっている緊急浚渫推進事業

の活用について、模索していきたいとの答弁がありま

したが、現状について伺います。以上、答弁よろしく

お願いいたします。



○議長 赤嶺奈津江さん 副町長。

○副町長 新垣吉紀君 質問事項１（１）についてお

答えいたします。避難実施要領は、国民保護法が適用

される武力攻撃等の事案が発生した際に、関係機関が

住民の避難活動を共通認識の下に円滑に行えるよう避

難経路や避難手段、関係職員の配置などを作成する重

要なものとして認識しており、今後速やかに策定をし

てまいります。

（２）についてです。国に対して国民に被害が及ば

ぬよう外交努力に努めていただきたいと思います。ま

た発射情報についての迅速で的確な情報提供を求めて

まいります。

（３）についてです。スターリンクの導入について

は、今後調査研究をしてまいります。

続きまして質問事項２の（１）についてです。外水

氾濫の対策につきましては、令和４年度から令和５年

度にかけて浚渫工事が完了し、現在は河川監視カメラ

の整備を行っております。内水氾濫の対策については、

多大な予算と時間を要することから、中期的な整備目

標を定めて段階的に整備を進めてまいります。内水氾

濫の対策について、国・県に対し事業採択を含め対策

に係る技術的支援や、活用できる補助金の拡充を要望

していきたいと考えています。

（２）についてです。現在、緊急浚渫推進事業債の

期間延長には至っておりません。

○議長 赤嶺奈津江さん ９番 石垣大志議員。

○９番 石垣大志君 答弁ありがとうございます。ま

ず１点目の質問でございますけれども、この質問に当

たりまして、令和５年の８月16日だったと思うんです

が、沖縄県の知事公室防災危機管理課の方を講師に招

き開催をされました、町村議員正副委員長研修で得た

内容から今回質問をさせていただいております。その

中で本町の課題について伺っていけたらというふうに

思っております。まず１点目の答弁の中に、避難実施

要領は国民保護法が適用される武力攻撃等の事案が生

じた際に、関係機関が住民の避難活動を共通認識の下

に円滑に行えるよう避難経路や避難手段、関係職員の

配置などを作成する重要なものとありますけれども、

ここで言う関係機関の構成について伺えたらと思いま

す。

○議長 赤嶺奈津江さん 総務課長。

○総務課長 仲村兼一君 お答えいたします。まず沖

縄県、それから県警察、消防機関、それから自衛隊等、

そういったところが関係機関となっております。

○議長 赤嶺奈津江さん ９番 石垣大志議員。

○９番 石垣大志君 ありがとうございます。こういっ

た緊急的な不測の事態が起きた際に、どういった形で

住民の皆さんの生命、財産を守るかという部分で、こ

の関係機関、警察の方だったり消防の方だったり、自

衛隊の方だったりと一緒になって避難実施要領を作成

していくということでよろしいですかね。

○議長 赤嶺奈津江さん 総務課長。

○総務課長 仲村兼一君 お答えいたします。はい。

そのとおりです。

○議長 赤嶺奈津江さん ９番 石垣大志議員。

○９番 石垣大志君 ありがとうございます。質問の

通告書の中にですね、市町村は消防長が作成するマニュ

アルを参考に、複数の避難実施要領パターンの作成に

努めるものとされておりますが、この部分に関しても

答弁いただけたらと思います。

○議長 赤嶺奈津江さん 総務課長。

○総務課長 仲村兼一君 お答えいたします。消防庁

から示されている作成マニュアルのほうですね、その

中にあります人員の配置ですとか、あとは避難行動要

支援者の支援、残留者の対応、そういったものも含め

て策定に向けて取り組んでいきたいと考えております。

○議長 赤嶺奈津江さん ９番 石垣大志議員。

○９番 石垣大志君 ありがとうございます。なぜこ

んな質問をしているかと言いますと、この研修の中で、

全国の避難実施要領の作成状況というものが、資料が

あるんですけれども、この中で令和５年６月１日現在

のこの避難実施要領の作成率、全国では95％なのに対

して沖縄県が51％となっております。各市町村の作成

状況もございますけれども、南風原町は作成がされて

いない状況でありました。この要因についてですね、

なぜこういった状況なのかというのを伺えたらと思い

ます。

○議長 赤嶺奈津江さん 総務課長。

○総務課長 仲村兼一君 お答えいたします。まず、

今現在策定できておらず申し訳ありません。これまで

他の業務等で、ちょっと他の業務の対応等で作成でき

ていないという状況なんですが、今年度防災担当２人

体制となっておりまして、できるだけ早めに策定でき

るように取り組んでいきたいと考えております。

○議長 赤嶺奈津江さん ９番 石垣大志議員。

○９番 石垣大志君 ありがとうございます。答弁の

中でも、今後速やかに策定をしてまいりますというこ

とでございますので、是非とも策定について尽力して

いただきたいというふうに思います。

続いて３点目に行きたいと思います。スターリンク

についてでございますけれども、答弁の中でスターリ

ンクの導入については調査研究してまいるということ



でございますので、少しスターリンクについて説明い

ただけたらと思います。

○議長 赤嶺奈津江さん 総務課長。

○総務課長 仲村兼一君 お答えいたします。スター

リンクにつきましては、アメリカの民間企業が開発し

た通信衛星による衛星通信網のことです。簡単に言い

ますと、宇宙にある衛星を使ったインターネットのこ

とで山奥や離島など、これまでネット環境がなかった

地域でもネットが使えるメリットがあるということで

認識をしております。

○議長 赤嶺奈津江さん ９番 石垣大志議員。

○９番 石垣大志君 ありがとうございます。このス

ターリンクでございますけれども、これ緊急的な不測

の事態が起きた際に、やはり通信環境が遮断されてし

まうと、どうしても様々な事態がまた想定されるとい

う部分がありまして、ずっと危機感を持ってはいたん

ですが。今、説明がありましたとおり、このスターリ

ンクについては使用の条件として、まず電源が確保で

きていること。２つ目に空が見えること。この２つさ

え確保できればインターネットサービスが受けられる

と。なので災害や台風、洪水あたりですね、通信イン

フラが破壊された状況であっても、インターネットサー

ビスが活用できると、この２つの条件さえクリアすれ

ばですね。というようなインターネットサービスとなっ

ております。申し上げたいことなんですけれども、な

ぜスターリンクが今必要なのかという部分ですね、災

害時においては、通信手段の確保が果たす役割は非常

に大きいものがあると感じております。平成23年度版

の総務省が出している情報通信白書の中で、震災時に

情報通信が果たした役割について記載がございます。

少し読み上げて説明をさせていただきますけれども、

災害において情報通信の果たすべき役割は大きく、平

成７年１月17日に発生した阪神淡路大震災については、

電話などの通信手段や交通機関が途絶し、ドーナツの

ように被災地中心部の情報は空白になった。2011年３

月11日に発生した東日本大震災においては、通信イン

フラに対する被害も甚大であったため、発生直後は情

報伝達の空白地域が広範囲で発生。加えてマスメディ

アでは限界のあるきめ細やかな情報を送ることが可能

な、ソーシャルメディアなどの新たなメディアも用い

られ、安否確認や被災者支援のために使われるなど、

インターネットを活用して震災直後から様々な情報発

信が行われ、ボランティアなどの後方支援を行う取組

なども行われたと報告がされております。これらの東

日本大震災の際の情報通信の状況、そして教訓等を考

慮すると、スターリンクのような衛生インターネット

サービスは、やはり災害時等の不測の事態においては

非常に有効であると考えております。改めて見解を伺

えたらと思います。

○議長 赤嶺奈津江さん 総務課長。

○総務課長 仲村兼一君 お答えいたします。議員おっ

しゃるとおり、不測の事態に備えた対応として有効な

ものかと、確認しております。細かい内容について、

すみません。私も最近そういった調査等をしているも

のですから、この辺調査研究しながら不測の事態に備

えた対応については、努めてまいりたいと思っていま

す。

○議長 赤嶺奈津江さん ９番 石垣大志議員。

○９番 石垣大志君 是非ですね、避難所に設置をす

るとか様々なことが考えられますので、まずは調査研

究をしていただけたらというふうに思います。

続いて２点目の宮平川の氾濫対策についてでござい

ますけれども、まず答弁の中にも監視カメラの整備に

ついてございます。まだ今現状、この河川カメラの整

備ですね、まだ行われていないと思うんですが、この

要因について何か理由があれば答弁をお願いします。

○議長 赤嶺奈津江さん 都市整備課長。

○都市整備課長 与那嶺 豊君 お答えいたします。

宮平川監視カメラ整備工事につきましては、年度初め

５月に発注しております。ただ部品の調達に少し時間

がかかっておりまして、工期が来年の２月までという

ことになっております。カメラにつきましては、河川

の氾濫の要因になっている海水氾濫対策でありますけ

れども、大雨等による危険水位を超えそうな場合です

ね、センサーが作動して、パトライトが作動して防災

担当に連絡が行くことになっていますが、実際使用で

きるのは来年の梅雨時ぐらいの大雨ぐらいになるのか

なということで見ております。以上です。

○議長 赤嶺奈津江さん ９番 石垣大志議員。

○９番 石垣大志君 この河川監視カメラに関しまし

ては、年度内に設置はできるということでよろしいの

か、答弁お願いします。

○議長 赤嶺奈津江さん 都市整備課長。

○都市整備課長 与那嶺 豊君 はい。議員のおっ

しゃるとおりです。以上です。

○議長 赤嶺奈津江さん ９番 石垣大志議員。

○９番 石垣大志君 ありがとうございます。答弁の

内容でございますけれども、令和４年度から令和５年

度にかけて浚渫工事が完了して、その間に河川監視カ

メラの整備を行っていくと。内水氾濫については、多

大な予算と時間を要することから整備目標を立てて段

階的に整備を進めていくということでございます。確



認をしていきたいんですけれども、前回じゃないです

ね、６月議会でも質問をさせていただいたんですけれ

ども、雨水貯留管を敷設していくというお話がござい

ました。この辺に関しての何かこう今の現状の進捗状

況についてもお伺いできたらと思います。

○議長 赤嶺奈津江さん 区画下水道課長。

○区画下水道課長 山城 実君 ただいまの件につい

てお答えいたします。６月の時点で雨水貯留施設とい

う答弁でありましたけれども、今ですね、令和６年度

に実際の調査設計をいたしまして、それで通常のボッ

クスタイプを埋設して排水能力を高めて除去するのか、

そういった施設を含めた検討に入ってまいります。そ

れで令和８年度に認可に関わる設計をいたしまして、

事業計画の変更、それで令和10年度に実施、詳細な設

計を行っていきまして、令和11年度からおおむね５年

間にて整備していく予定であります。以上です。

○議長 赤嶺奈津江さん ９番 石垣大志議員。

○９番 石垣大志君 ありがとうございます。令和11

年度からまた工事が５年間ぐらいスタートしていくと

いうことでよろしいですかね。令和11年度から工事が

スタートするというような考えでいいのかですね。

○議長 赤嶺奈津江さん 区画下水道課長。

○区画下水道課長 山城 実君 はい。あくまでも予

定ですが、私たち担当部署といたしましては令和11年

度から工事ができるよう頑張っていきたいと思ってお

ります。以上です。

○議長 赤嶺奈津江さん ９番 石垣大志議員。

○９番 石垣大志君 ありがとうございます。答弁の

中で、内水氾濫の対策について事業採択を含め技術的

支援等の活用できる補助金の拡充を要望していきたい

というふうに答弁ございますけれども、この補助金の

拡充を要望していきたいという部分ですね、どういっ

た補助金を活用していきたいのかですね。拡充を求め

ているのか、どんな要望をするのかですね、お答えい

ただけたらと思います。

○議長 赤嶺奈津江さん 区画下水道課長。

○区画下水道課長 山城 実君 ただいまの質問につ

いてお答えいたします。今現在、通常で行われている

下水道事業のものにですね、だんだん予算のほうも削

減されてきておりまして、それに伴いまして雨水貯留

施設事業を取り入れられるメニュー、それを県と相談

しながら早めに対策が打てるようにしていきたいとい

うふうに思っております。以上です。

○議長 赤嶺奈津江さん ９番 石垣大志議員。

○９番 石垣大志君 ありがとうございます。２点目

のほうにも関連していきますので、２点目に移りたい

と思いますけれども。この浚渫の事業債、緊急浚渫事

業債の期間延長にはまだ至っていないというところで

ございます。この部分に関しましては６月議会のほう

でも質問をさせていただきましたけれども、やはり令

和11年度まで６年間ですか、まだまだ期間が、対策が

打てない期間が要はある中で、やはり宮平川の河川の

容量を、やはり確保していかないと堆積した土砂があ

ふれてしまうと、また内水氾濫が起きてしまうような

状況が令和11年度までやはり続くというふうに感じて

おります。やはりこの河川整備事業ですか、この事業

費というものを今後ですね、どう考えていくのかお答

えいただけたらと思います。

○議長 赤嶺奈津江さん 都市整備課長。

○都市整備課長 与那嶺 豊君 お答えいたします。

河川の浚渫工事につきましては、緊急浚渫推進事業と

いうことで令和10年度まで一応事業はありますが、そ

れ以降ですね、まだ未定の状態でございまして、おっ

しゃるとおり早くて令和11年、工事ができるまでの間

ですね、その推進事業債が認められるかどうかを県の

ほうと調整してまいりたいと思います。以上です。

○議長 赤嶺奈津江さん ９番 石垣大志議員。

○９番 石垣大志君 ありがとうございます。少し要

望もさせていただきたいと思いますけれども、この令

和４年度の宮平川緊急浚渫事業で全て除去していただ

きました。やはり令和11年度まで期間がありますので、

今の状況をやはり今後維持していくことが被害の軽減

につながっていくかなというふうに感じております。

やはり堆積した土砂を溜めないような取組がやはり必

要になってきますので、今の状況を継続して続けてい

く、今の宮平川の河川の状況を継続していくというこ

とでよろしいのかですね、答弁いただけたらと思いま

す。

○議長 赤嶺奈津江さん 都市整備課長。

○都市整備課長 与那嶺 豊君 はい。議員おっしゃ

るとおり、宮平川については今後も定期的な浚渫がで

きるよう調整してまいりたいと思います。以上です。

○議長 赤嶺奈津江さん ９番 石垣大志議員。

○９番 石垣大志君 ありがとうございます。やはり

令和11年度までまだまだ期間がございますので、宮平

川の氾濫対策についてはですね、今後もまた質問をし

てまいりますので、どうぞよろしくお願いしたいと思

います。これで終わります。

○議長 赤嶺奈津江さん 休憩します。

休憩（午後１時33分）

再開（午後１時35分）

○議長 赤嶺奈津江さん 再開します。



通告書のとおり順次発言を許します。１番 玉城陽

平議員。

〔玉城陽平議員 登壇〕

○１番 玉城陽平君 それでは最後、一般質問させて

いただきたいと思います。たくさんありますので、ど

んどんやっていきたいと思います。一問一答でお願い

します。

大問１、町立幼稚園と認可保育所の今後の在り方に

ついて。（１）小規模保育園などの地域型保育によって

ゼロから２歳の受入れが拡大し、待機児童の減少に貢

献したが、卒園後の３歳児の受入れが課題になる。成

果の報告書に記載の令和５年３月のデータでは、認可

保育所が16園の合計で定員よりも約50名多く受け入れ

ることで、待機児童解消に貢献している。このことに

ついて見解を問う。（２）令和５年１月に出された南風

原町立幼稚園の今後の在り方についての資料の中で、

３歳児の受入れを実施するが、保育環境整備等につい

て調査検討が必要である旨の記述がある。これの検討

状況を問う。（３）町立幼稚園は４園で平均すると４歳

児で約60％、５歳児で約80％の定員充足率である。こ

の空きの運営資源を３歳児の受入れに充てていけるよ

うに環境等を整備することで、認可保育所の３歳児受

入れの負担軽減、四、五歳児の定員充足による経営安

定にもつながる。幼稚園での３歳児受入れについて、

第３期子ども・子育て支援事業計画にも盛り込み、着

実かつ早急に実現に向けて取り組んでほしいがどうか。

（４）認可保育所の４歳から５歳児の定員割れの状況

改善に関して、現在は幼稚園の募集が先で認可保育所

が後という時系列になっているが、これを逆にして認

可保育所の定員を先に埋めて、その上で幼稚園を募集

していく形にすることで定員割れを防ぎ、経営健全化

を促進するようにできないか。答弁お願いします。

○議長 赤嶺奈津江さん 副町長。

○副町長 新垣吉紀君 質問事項１（１）についてお

答えします。毎年の各年齢ごとの入園申込み状況が変

化することを踏まえ、待機児童を発生させないよう各

保育所施設の定員を超えた受入れを実施することも必

要だと考えています。

（２）についてです。失礼しました。（３）です。第

３期子ども・子育て支援事業計画に、認可保育所の３

歳児受入れの負担の軽減について、支援事業計画策定

の際に子ども・子育て会議等の際に議論してまいりま

す。町立幼稚園での３歳児受入れについては、教育委

員会で検討委員会を立ち上げ議論をしてまいります。

（４）についてです。次年度の募集時期については、

検討してまいります。

○議長 赤嶺奈津江さん 教育長。

○教育長 金城郡浩君 大きい問１の（２）について

です。今年度検討委員会を立ち上げて、３歳児の受入

れ方法について議論してまいります。

○議長 赤嶺奈津江さん １番 玉城陽平議員。

○１番 玉城陽平君 答弁ありがとうございます。ま

ず確認していきながら再質問していきたいんですけれ

ども、（３）の部分に関してなんですが、子ども・子育

て支援事業計画に関する議論を進めていって、その結

果がこの計画の中に反映されていく、そういうふうに

理解して大丈夫でしょうか。こちらお願いします。

○議長 赤嶺奈津江さん 学校教育課長。

○学校教育課長 宮良泰子さん 今、３歳児の受入れ

についてだと思いますので、私のほうで回答したいと

思います。３歳児の受入れについては、今教育委員会

のほうで検討委員会を今年度立ち上げる予定をしてい

ますので、受入れに関しては先に検討が入ってくると

思います。それをやっていく中で、こども課とまた子

ども・子育て会議等の中でそれも盛り込んでいくとい

うようなイメージを持ってございます。以上です。

○議長 赤嶺奈津江さん １番 玉城陽平議員。

○１番 玉城陽平君 答弁ありがとうございます。基

本的には保育の一貫性、継続性に関する観点から、認

可保育所でのゼロ歳から５歳の保育ですとか、小規模

のほうでゼロ２で保育した後に幼稚園やこども園で３

歳から５歳の保育が行われていく、こういうことが子

どもの育ちの観点から望ましいというふうには基本的

には考えております。ですがその部分を考えた上でも、

３歳児保育、これは現時点で認可保育所での受入れの

状況との兼ね合いもあって、園側の経営判断にも関わ

るところで難しいところもあるかと理解しております。

ですのでどのような形での実施になるのか、これに関

しては今後調整とか、検討とか、そういったものが丁

寧に重ねられていくもの、そういうふうに理解してお

ります。それで再質問なんですけれども、その３歳児

の保育の開始に関しても、幼稚園の３歳児の受入れに

関して始まっていくというところに園側が十分に対応

できるように、行政側でもこの議論の状況、取組の進

捗に関する情報共有、それから園長会との調整、こう

いったものを丁寧に進めていくことを求めたいですが、

こちらいかがですか。

○議長 赤嶺奈津江さん こども課長。

○こども課長 儀間博嗣君 お答えいたします。子ど

も・子育て支援事業計画を進めていく中において、こ



の保育園側の意見というのは非常に大きなウエートを

占めますので、もちろんそちらの意見などを踏まえて、

その影響なども議論していくということは重要である

と考えてます。

○議長 赤嶺奈津江さん １番 玉城陽平議員。

○１番 玉城陽平君 答弁ありがとうございます。こ

れからしっかり議論していきながら意見も反映させて

いって、行政にとっても、それから民間の保育所にとっ

てもより望ましい実現されていくということを期待し

て今回この質問をしているところであります。

次、（４）の部分なんですけれども、答弁の中で次年

度の募集時期については検討していきますということ

がありましたが、これ検討すべきものとして現時点で

具体的にどういったものが想定されているのか。見え

ている範囲でよいので、答弁お願いします。

○議長 赤嶺奈津江さん こども課長。

○こども課長 儀間博嗣君 お答えいたします。まず

この募集に当たっては幼稚園も保育園も、こども課の

ほうが受付窓口になっております。そういった中で、

やはり保護者のほうの選びやすさというものがどこに

あるかという視点が重要だと思います。そこでまたそ

の後の受入れの事務において幼稚園側、保育園側とい

う施設側の事務の進め方も調整しながらということで

ございます。やはり今、幼稚園のほうから先にやった

ほうがいいというような趣旨のご質問であるというふ

うに確認しておりますが、現在やはり保育園の在園児

の部分と新規で入る園児の部分と、あと幼稚園の部分

というところがありますので、やはりその保護者のほ

うがですね、幼稚園も保育園も十分に吟味して選択が

できるというようなところに視点を持ってですね、こ

の時期を考えていきたいなと思っております。以上で

す。

○議長 赤嶺奈津江さん １番 玉城陽平議員。

○１番 玉城陽平君 答弁ありがとうございます。も

ちろん保護者の方々が選びやすい、その望ましい形を

選択できるということが非常に大事であるということ

に関しては、私のほうも同意しております。この質問

の中で念頭にあること等を少し整理したいんですけれ

ども、準備している資料のほうがございまして、ちょっ

と表形式でまとめているんですけれども。町の資料な

どから現在の４歳児、５歳児に関して定員どのぐらい

で実数、実際にどのぐらい入っていて充足率がどのぐ

らいなのかということを整理してまとめた表になって

おります。もともとのデータ自体が４月時点とか３月

時点でちょっとずれてはいるんですけれども、数値と

してはおおむね変化はないので、大体このぐらいとい

うふうな理解の中で今質問していきます。現在の募集

のスケジュールの形だと、どうしても幼稚園側に子ど

もたちが流れて行くということが発生しやすい状況に

あるというふうに思っておりまして、資料の中でも３

歳の充足率に対して４歳、５歳を見ていくとどうして

も減っていくというところがあります。もちろんこれ

は保護者の選択の中のものですので、一概にそれが悪

いとか、そういう話ではないんですけれども。この認

可保育所において、少なくとも４歳、５歳の定員充足

が不安定になりやすい状況が今あるというふうにまず

認識しております。データのほう、右下のほうにはま

た幼稚園のものを載せてはいるんですが、幼稚園側も

地域差はもちろんあります。けれども平均的に見て枠

はまだ空いていて、余力があるというふうに認識して

います。その上で委託料収入に関してのところなんで

すけれども、認可保育所のほうで大まかな数値ですが、

４歳児で１人当たり大体月４万円程度、それから５歳

児で約3.5万円程度なんですね。受入れの状況によって

多少変動はありますが、大まかな数値として理解して

いただければと思います。そうすると定員が不足する

と大体月当たり10万円ぐらい変わってくるわけですね、

収入が。それが５人不足すると20万円収入が減少して

いくことになる。逆に言うと定員が充足されれば、園

としても収入が安定して、収入が安定するということ

は保育所の処遇改善だとか確保だとか、そういうとこ

ろに園側としても資金を充てていくことができる、そ

ういうふうに考えております。実際このデータのほう

でも４歳、５歳を見たときに、充足率が８割ですとか

６割ですとか、そういったところもやはりあって、そ

うするとそこのほうでは園側としても定員割れが常に

発生している状況というふうに見て取れます。こちら

改めての質問なんですけれども、町としても園側とし

ても保育士を確保していく、そのための予算確保、こ

れ自体が非常に悩ましい課題である、そういうふうに

理解しておりまして、こうやって募集のスケジュール

を変えていく、そういうふうにすることで保育所の定

員の充足を優先し、保育所で賄いきれない部分、これ

を公立が受け入れていく、こういうふうな技術的な方

法であれば、大きく予算をかけずとも保育士確保です

とか処遇改善、そういった問題の改善につながるんじゃ

ないか。そういうふうな発想から今回の質問のような

スケジュールを変更していく、技術的な変化でもって

対応していく、こういうことを提案しているのですが

こちらいかがでしょうか。改めて答弁よろしくお願い

します。

○議長 赤嶺奈津江さん こども課長。



○こども課長 儀間博嗣君 お答えいたします。この

保育園と幼稚園の在り方についてでございますが、南

風原町長らく待機児童という大きな課題がございまし

た。そういった中で幼稚園においてはその機能、保育

の部分の機能をどんどん拡充してきてですね、４歳、

５歳の受け皿が非常に拡大してきている現状がござい

ます。一方で保育所においては、４歳以下のゼロ歳、

１歳、２歳を中心に、その枠を拡大して待機児童の解

消を図ってきたというこれまでの流れがある中で、令

和３年度から受け入れ申込みの人数がもう減少トレン

ドに変化していく中で、今後、園児の全体が減少する

中で、やはり保育園側も定員を満たしていきたいとい

うようなことからこの質問が背景にあるというふうに

理解しておりますが、これまでの経緯も踏まえて、や

はり４歳、５歳が幼稚園に集中してきたというような

こともございます。一方で申込みの時期を変えること

によって、やはり保育園側も幼稚園側も早く新年度に

向けて、入って来る児童の人数を確定させて、早めに

保護者と面談などを行いたいというような事務の進め

方とかもございます。保護者のほうもやはりしかりで

す。早く園のほうと、施設側のほうとも面談をしたい

というようなこともあります。そういった時期のこと

も踏まえながら総合的に考えていく必要があると考え

ています。以上です。

○議長 赤嶺奈津江さん １番 玉城陽平議員。

○１番 玉城陽平君 答弁ありがとうございます。こ

の時期の問題ですとか、様々なところを丁寧に調整し

ていきながらの実施になっていくとは思うんですけれ

ども、基本的な発想としては認可保育所の定員割れを

防いでいくことによって、より経営を健全化していっ

て、それで園としての力を高めていく。そのために行

政のほうとしても一緒になっていきながら進めていく

必要があるんじゃないかというふうな発想でございま

すので、こちらに関しては共有できているのか。改め

て、再度お願いします。

○議長 赤嶺奈津江さん こども課長。

○こども課長 儀間博嗣君 お答えいたします。保育

園の運営面において児童数が一番大きな要素となりま

すので、その部分を満たすためにですね、定員の調整

などを今後も行っていく必要があると考えております。

以上です。

○議長 赤嶺奈津江さん １番 玉城陽平議員。

○１番 玉城陽平君 答弁ありがとうございます。次

の質問に移っていきたいと思います。次、大問２、教

育問題におけるジェンダーギャップ解消に向けた取組

を。（１）国際比較の中で情報通信業者に占める女性の

割合は日本は47か国中の30位、ＩＴ分野の大学生に占

める女性の割合は37か国中最下位である。女性デジタ

ル人材育成の施策展開も国や市町村で進み始めている

が、理工・ＩＴ系の教育分野におけるジェンダーギャッ

プの解消に向けた取組が必要になるが、本町の取組を

伺う。（２）デジタル人材の需要が高まり、女性のデジ

タルスキル向上は経済的な自立にもつながる。「女性は

理工系分野に向いていない」という無意識の思い込み

（アンコンシャスバイアス)の解消のための取り組み、

理工系で活躍する女性口ールモデルとの出会いの創出

が教育現場における課題である。本町の見解を伺う。

お願いします。

○議長 赤嶺奈津江さん 教育長。

○教育長 金城郡浩君 大きい問２の（１）です。ジェ

ンダー意識の形成に向けて、男女混合名簿などの実施

や、キャリア教育などの総合的な学習の時間等を活用

するなど、様々な機会を通して取り組んでおります。

（２）についてです。女性は理工系分野に向いてい

ないという無意識の思い込みを解消することを意図と

した取組は、課題があると考えております。しかし現

在、教育の現場ではキャリア教育の取組の中でロール

モデルの出会いの場を設けており、関わる人材は理工

系の先輩やアドバイザーも半分以上が女性となってい

ることから、創出できていると考えております。

○議長 赤嶺奈津江さん １番 玉城陽平議員。

○１番 玉城陽平君 答弁ありがとうございます。ロー

ルモデルとの出会いの場が既に設けられていて、半分

以上が女性となって創出されているということに関し、

非常にうれしく思っております。これから内閣府に関

する資料ですとか、学術会議の中で出されているよう

なジェンダーの視点導入と、初等、中等教育に関する

資料に基づいて少しお話をしていきたいと思っていま

す。資料のほうは２ページのほうを見ていただくと、

最初の図１の資料のほうでは、数学と理科に関する男

女の好きな科目の度合いが差があるということと、そ

れからその下のほう、ちょっと見にくいんですけど、

これは大学の進学の中で理工系がやはり少ないという

ことですね。その下、３つ目は数学と理科に関して、

実際はテストの成績においては差がほとんどない。け

れども意欲に関するところで差がついているんだとい

うことですね。こちらが２ページの資料から確認した

いことであります。改めて少し状況を整理しながら質

問していきたいと思います。学校カリキュラムとは別

で、先生や子ども同士での無意識の関わりの中から、

どうしても子どもたちがバイアスを学んでしまう。そ

れから学校教育では男女に差がないということを前提



として展開されるので、そうすると現状として既にあ

るジェンダーギャップ、これが与える影響に対して配

慮が不十分になってしまいがちである、そういうふう

に考えております。先ほどこの資料の中でもお見せし

たとおり、学力の調査では理科、数学、男女とも高成

績なんですね、差がないだけではなくて。別の調査の

中でジェンダーギャップに着目すると、こちら図１、

図２のところなんですけれども、理科が好きと答える

児童生徒の男女差は小学校５年生でもう既に10％開い

ていて、中学校２年生では約20％、そういうふうに差

が大きくなっているんですね。特に女性生徒の値の減

少が顕著である。意欲のところですとか、女性生徒自

身が理科や数学が得意である、そういうふうな情意的

な面、心理的な面で既に差がついている状況がある。

これは学術会議の資料の中でも本人たちの成績とか、

そういう話ではなくて環境がそれをつくっているんだ

というふうな指摘があるんですね。親との関わりです

とか先生との関わりですとか、先生方の中での声かけ

の仕方ですとか、そういった様々なところに既に存在

している。けれどもそれは無意識であるので、大人の

側が自覚していないという状況があるんだ、そういう

指摘があるわけですね。ここから再質問なんですけれ

ども、高校１年生の半ばで基本的に子どもたちは文理

の選択を行っていくんですが、そうすると中学校まで

の取組が非常に重要なんじゃないか、そういうふうに

考えているわけですけれども、この認識は共有できる

のか、考えをお伺いします。

○議長 赤嶺奈津江さん 学校教育課長。

○学校教育課長 宮良泰子さん お答えいたします。

中学校までの取組が高校につながる重要な取組である

ということは認識しております。学校においては、今

平等ということで多様化の時代ですので男女関係なく

というふうに教育はしているんですが、やはり社会科

の授業とかでですね、差があるということも同時に教

えてございます。なので学校としてはこの差を認識さ

せた上で教育しているというふうに考えております。

現時点で学校も、数学の先生10名中７名は女性ですし、

理科の先生も９名中５名は女性となっておりますので、

そういった形で私たちは環境も提供できているかなと

いうふうに考えてございます。

○議長 赤嶺奈津江さん １番 玉城陽平議員。

○１番 玉城陽平君 答弁ありがとうございます。数

の面で見たときに、充実した環境にあるということが

確認できて、今うれしく思っています。研修に関する

ところで少しお話をしたいんですが、小中学校の教員

を対象にした調査によると、教職員でもやはり男子児

童のほうが理数系の能力が高いというふうに認識して

いる女性教員、これが男性教員よりも多いというふう

に指摘されているんですね。しかもそれは年代が若い

ほど高くなる、そういうふうな状況があって、教員の

側が女子の理数系能力を否定的に捉えたままの関わり

だと、それが女子の児童生徒に悪影響が及ぶ、そうい

うふうな指摘もあります。そういう観点から、女性教

員比率の高い小学校教員への研修を急ぐ必要性が、文

科省のほうでも指摘されているんですね。実際に研修

を受けた理科教員の多くが、女子児童生徒が心理的に

男子生徒よりも理科学習から遠ざかっていることに認

識がない、女子に配慮した指導を行っていなかった、

そういうふうに述べていて、しかし研修が実施された

結果、大多数の教員が自身のジェンダーステレオタイ

プを比較して指導改善の必要性を実感するに至った、

そういうふうな報告が学術会議の資料の中からも、そ

こに掲載されている調査からも出されています。まと

めますと理数系科目担当の教員に加えて、全科目を担

当し得る小学校教員を対象にしたジェンダーに関する

体系的な教員研修が望まれる、早急に望まれる、そう

いうふうな指摘があるんですね。この状況自体が、そ

もそもあまり認識されていないんじゃないかというこ

とが少し問題視しているところでもありまして、こう

いったことも校長会でも共有していってほしいと思う

のですが、こちらいかがですか。

○議長 赤嶺奈津江さん 学校教育課長。

○学校教育課長 宮良泰子さん お答えいたします。

今回、議会でお話しいただいたこと、学校に対するこ

とを含めて校長会では話をしてまいりたいというふう

に考えてございます。ただ先生方は日頃意識していな

いというよりは、きちっと子どもたちへの教育を通し

て日頃からそういうジェンダーについては考えて、意

識して対応しているというふうに認識しております。

以上です。

○議長 赤嶺奈津江さん １番 玉城陽平議員。

○１番 玉城陽平君 ありがとうございます。先生方

のほうも意識していないというよりも、意識はしてい

るけれども無意識のところにそういう部分があるんじゃ

ないか、そういうことを今前提としてお話ししており

まして、ですので再度改めて文科省のほうも教員研修

のプログラムですとか、こういったものを直近令和４

年とか、そのぐらいの形でもう出しているものがある

ので、こういったものも活用していきながら研修です

とか啓発ですとか、そういったことをできるところか

ら求めていきたいと思いますが、こちらいかがですか。

○議長 赤嶺奈津江さん 学校教育課長。



○学校教育課長 宮良泰子さん お答えいたします。

学校の研修に関しましては、先生方のほうで学校長を

中心に考えているものですので、その中で学校のほう

がまた選択して対応していくというふうに認識してお

ります。以上です。

○議長 赤嶺奈津江さん １番 玉城陽平議員。

○１番 玉城陽平君 答弁ありがとうございます。も

ちろん学校側の状況とか、先生の側での優先順位です

とか、そういったものを加味しながらにはなってくる

とは思っております。あとはそれが例えば学校図書館

ですとか町立図書館ですとか、そういったところで男

女共同参画月間の中でも、そういった理工系の女性の

ロールモデルと出会えるような書籍ですね、こういっ

たものも様々ありますので、こういったことを案内し

ていくようなキャンペーン、こういうものを行うこと

によって子どもと親、両方に対してこういったジェン

ダーバイアスに関する啓発、アンコンシャスバイアス

を除いていくような啓発、こちらしていただければと

思うんですけれどもいかがでしょうか。

○議長 赤嶺奈津江さん 学校教育課長。

○学校教育課長 宮良泰子さん お答えいたします。

図書館でそういう月間とかがあれば、当然取扱ってい

くものと思いますので、学校のほうで対応していくと

いうふうに考えております。以上です。

○議長 赤嶺奈津江さん １番 玉城陽平議員。

○１番 玉城陽平君 答弁ありがとうございます。次

の質問３番に行きたいと思います。

大問３、公共施設内のスペースの有効活用を。（１）

公共施設は住民の財産であり、広く活用されることで

施設としての価値をより効果的に発揮することができ

る。公共施設の有効活用について、本町の見解を伺う。

（２）福祉、教育、防災などを支える住民コミュニティー

の形成には、住民同士の交流や滞留によるにぎわいが

自然と生まれるように、動線を考えた上でベンチやテー

ブルの設置等を含む空間のデザインが重要になる。こ

のような空間デザインについて、本町の取組と考えを

伺う。（３）南城市では開かれた市役所を目指し、ピロ

ティの活用推奨やフリースペースの設置などの取組が

進んでいる。南城市役所以外にも与那原町役場、那覇

市民活動支援センターなどにも住民が自由に活用でき

るフリースペースがある。住民団体が交流したり、簡

単な打ち合わせをしたり、子どもから大人までの広く

活用できる学習スペースとしても使われている。南風

原町の公共施設でも、ちむぐくる館や中央公民館のロ

ビーなどの有効活用を提案したいがどうか。答弁お願

いします。

○議長 赤嶺奈津江さん 副町長。

○副町長 新垣吉紀君 質問事項の３（１）について

お答えします。町民の皆さまが公共施設を活用してい

ただくことは、本町としても望ましいことだと考えて

おります。

続きまして（２）（３）は一括で答弁をいたします。

本庁舎において、１階ロビーを窓口業務の待合や掲示

板設置等のお知らせスペースとして活用しており、フ

リースペースとして活用できる空間を確保することが

難しいのが現状です。現在、中央公民館ロビーに椅子

を２脚、中央公民館玄関と図書館のピロティに椅子付

テーブル１組を配置しております。今後もちむぐくる

館や中央公民館等のフリースペースの活用について、

調査検討してまいります。

○議長 赤嶺奈津江さん １番 玉城陽平議員。

○１番 玉城陽平君 答弁ありがとうございます。過

去にも、役場の中にも、庁舎のそういった取組もあっ

たのかなとは思っております。中央公民館のほうも、

もう少し多分席はあったんじゃないかなと記憶してお

りまして、コロナの中で撤去されていったものがあっ

て、その設置したもののもともとの狙いとか、目的と

か、そういったものが意識されないままそのままになっ

てしまうんじゃないかということを非常に懸念してい

るんですね。まずは庁舎内のロビーなど、過去にそう

いった取組があったかどうか、まずこちらからお聞か

せ願えますか。

○議長 赤嶺奈津江さん 総務課長。

○総務課長 仲村兼一君 お答えいたします。庁舎内

におきましても、大分前にではなるんですが、以前に

パソコンを置いたりとかしてですね、一般町民の方が

活用できるスペース等の設置もしておりましたが、現

時点におきましては窓口の対応といいますか、来庁者

が多くなっている状況から、現状でのそういった設置

については今のところ難しいのかなということで考え

ているところです。

○議長 赤嶺奈津江さん １番 玉城陽平議員。

○１番 玉城陽平君 そのほか中央公民館ですとか、

そういったものではいかがでしょうか。

○議長 赤嶺奈津江さん 生涯学習文化課長。

○生涯学習文化課長 野原 学君 中央公民館につい

ても、以前はもう少し置いていたと認識しております。

○議長 赤嶺奈津江さん １番 玉城陽平議員。

○１番 玉城陽平君 答弁ありがとうございます。基

本的な発想としては増やしてほしい、可能な限り元に

戻してほしい。そうすることによって住民が公共施設

を利用できる場所をもっともっと増やしていきたいと



いうことを提案しております。県外の事例になるんで

すけれども、横浜市のほうで保育所の送り迎えのため

のスペースが設置されていて、そのスペースがベンチ

があったりとか木陰になっていたりとか、そういうも

のが置かれているんですね。そういうスペースを造る

ことで親同士の交流、保護者が保育士に相談しやすい

環境、そういったものが生まれて、実際育児不安の減

少にもつながっている、そういうふうな報告がまち保

育の進めという本の中でも紹介されております。つな

がりやコミュニティーの形成、こういった部分にはハー

ドのデザインが大きく影響されていく。なおかつその

効果は継続的に蓄積されていくものだと思っておりま

す。今後の公共施設の運営において、そういう仕掛け、

そういう視点を積極的に取り入れてほしい、そういう

ふうに考えますが、こちらいかがですか。

○議長 赤嶺奈津江さん 総務部長。

○総務部長 宮平 暢君 議員おっしゃるとおりです

ね、今後の公共施設の建設に向けてはそういった視点

が大事になってくると思いますので、我々もそういっ

た視点を大切にしていきたいと考えております。

○議長 赤嶺奈津江さん １番 玉城陽平議員。

○１番 玉城陽平君 答弁ありがとうございます。よ

り具体的な業務の中では、例えばリニューアルですと

か新設などの際に建築計画、これを立てていくことに

なると思うんですね。その中の動線設計の中で、この

建築物の中では住民の交流を促したいとか、接点をよ

り多くつくりたいとか、そういうことを業者に発注す

る段階でどんどん言っていくということを是非お願い

したくて、そうすれば建築の方々もそういう分野が建

築の中の専門として１つありますので、そういう視点

からこの施設づくりをやはり改善していくということ

ができると思っておりますので、こちらもよろしくお

願いしたいと思います。

（３）の部分、改めてなんですけれども、このオー

プンスペース、南風原に結構少ないんじゃないかなと、

まず思っておりまして、公民館は自治公民館が様々あ

りますので、そういった場所を活用できる人にとって

は充実していると思います。けれども子ども、特に中

学生とか高校生、それから自治会等、引っ越して来た

ばかりで距離があるような方々、そういった方々にとっ

てはそのような場が非常に少なくて、カフェなど、こ

ういったところでお金を払って代用するというのが現

状発生していると思っています。こういう人たちにこ

そ公共施設を有効に活用できるように工夫してほしい、

そういう思いがあるんですが、こちらまずは中央公民

館ではそういったものができないかどうか、改めてお

聞きしたいんですけれども、いかがでしょうか。

○議長 赤嶺奈津江さん 生涯学習文化課長。

○生涯学習文化課長 野原 学君 お答えいたしま

す。最初の答弁でもありましたように、現在のフリー

スペースをどううまく活用していくかということにつ

いては、また取り組めるよう検討してまいりたいと考

えております。

○議長 赤嶺奈津江さん １番 玉城陽平議員。

○１番 玉城陽平君 答弁ありがとうございます。こ

ちらちむぐくる館ではいかがでしょうか。答弁お願い

します。

○議長 赤嶺奈津江さん 国保年金課長。

○国保年金課長 髙良星一郎君 玉城陽平議員のご質

問にお答えします。ちむぐくる館の運用貸出し、フリー

スペースの活用等につきましては、柔軟に対応してま

いります。以上です。

○議長 赤嶺奈津江さん １番 玉城陽平議員。

○１番 玉城陽平君 答弁ありがとうございます。様々

な公共施設、これを住民が使ってこそといったところ

は皆さんとも共有できていると思っていますので、じゃ

あそれをどうやってもっともっとうまく使ってもらえ

るのか。その使ってもらいながら、どういうふうに住

民の交流が発生していくのか。その中で住民が利便性

を感じていく、そういうふうにすることで公共施設は

よりよいものになっていくと思っておりますので、今

回この質問をさせていただきました。具体的にどうす

るかということは、今後検討すべき事柄だとは思って

おりますので、一旦この質問はここまでにしたいと思

います。ありがとうございます。

次、４番ですね。大問４、本町の人材マネジメント

における人材確保について問う。（１）総務省の報告書

において人材確保に必要な視点として①求める人材像

の設定②選ばれる組織となるための魅力発信などが提

示されている。本町の直近３年間の一般行政職の平均

倍率はどうか。（２）西原町、八重瀬町などの近隣の町

と比べて倍率に差はあるか。（３）求める人材像は設定

しているか。それを採用試験の中でどのように反映さ

せているか。本町の取組を問う。（４）選ばれる組織と

なるための魅力発信や試験方法の変更などの優秀な人

材確保のための本町の取組を問う。（５）今後の行政改

革の中に人材マネジメントの一環として人材確保・採

用に関する項目を追加し、人材育成方針とともに採用

戦略を策定するなど、今後の行政改革において優先度

の高い取組に位置づけてほしいと考えるがどうか。答

弁お願いします。

○議長 赤嶺奈津江さん 副町長。



○副町長 新垣吉紀君 質問事項４（１）についてお

答えをいたします。令和２年度は14.7倍、令和３年度

は9.8倍、令和４年度7.8倍で直近３年間の平均倍率は

10.8倍となっております。

（２）についてです。令和４年度の一般行政職にお

いて、西原町は受験者41名・採用者６名の6.8倍、八重

瀬町が受験者62名・採用者２名の30.5倍となっており、

本町が受験者86名・採用者11名の7.8倍となっておりま

す。

（３）についてです。南風原町職員人材育成基本方

針に基づき「求められる職員像」を設定しており、職

員採用候補者試験の中で反映をしております。

（４）です。中学・高校・大学からの職場体験、就

業体験の受入れを通じた新卒者等への町役場の魅力発

信、また、行政職においては職務経験者枠の受験区分

の新設、及び社会福祉士職等の有資格者に係る受験対

象年齢の引上げを含め、優秀な人材を確保するため取

り組んでおります。

（５）についてです。人材確保・採用等の取組につ

いては、先進事例等を参考に調査研究をしてまいりま

す。

○議長 赤嶺奈津江さん １番 玉城陽平議員。

○１番 玉城陽平君 答弁ありがとうございます。こ

ちら資料のほう３ページに用意しているものが２つあ

りまして、倍率のほうがどんどん右肩下がりに下がっ

て行っているという状況と、総務省のほうでも人材確

保に関して施策を打っていく必要がある、そういうこ

とをまとめている資料を持ってきました。沖縄県とし

ましては、公務員の志向が高くて倍率が全国と比べて

も高くなりがちな状況はあるとは思っています。今後

は総務省の資料の中にもあるように、やはり減少傾向

になっていくんじゃないか。民間も含めて人材獲得の

競争は激化しているということから、優秀な人材に南

風原町を選んでもらえるように様々な施策を打ってい

く必要があるんじゃないか。そういう必要性について

どう考えるか、改めてお願いします。

○議長 赤嶺奈津江さん 総務部長。

○総務部長 宮平 暢君 議員おっしゃるとおりです

ね、人材確保の厳しさは我々肌で感じてですね、年々

厳しくなっていることを実感しております。その中で

南風原町が選ばれる。そのためには職場環境の改善、

また住みよいまちづくりの推進に努めていくことが、

この人材確保につながることだと考えております。

○議長 赤嶺奈津江さん １番 玉城陽平議員。

○１番 玉城陽平君 答弁ありがとうございます。こ

ちら問題意識のほうが、共有できているなということ

が確認できました。求める人材像に関してなんですけ

れども、人材育成基本方針の中で策定しているとあり

ましたが、こちら策定平成18年頃で、もうそこから15

年とか20年近くたっている。その中でやはり大きく時

代は変わっておりますので、求める人材像、これも改

めて更新をかけていく、そういう必要性があるんじゃ

ないか。こちら見解伺います。

○議長 赤嶺奈津江さん 総務部長。

○総務部長 宮平 暢君 平成18年度に策定された人

材育成基本方針なんですが、ただ今見てもなかなか優

れたものであるということで感じておりますが、やは

り時代に即した職員育成を求めていくためには、やは

り見直しも必要かなと考えておりますので、これにつ

いても調査研究して対応してまいりたいと考えており

ます。

○議長 赤嶺奈津江さん １番 玉城陽平議員。

○１番 玉城陽平君 答弁ありがとうございます。総

務省のほうでも、この人材育成の更新の情報がちょう

ど今年とか昨年とかから本格的に出てきておりますの

で、それを踏まえながら改定していくものだと思って

おります。その中で採用に関しても見直しが入るのか

と思ってはいるんですけれども、改めてこの採用に関

するところで、できるところから少しずつ改善を進め

ていってほしいと思いますが、こちらはいかがですか。

○議長 赤嶺奈津江さん 総務部長。

○総務部長 宮平 暢君 先ほど副町長からも答弁が

あったとおりですね、年齢の拡充、試験の区分の拡大

等いろいろ対応してきておりますが、さらに優秀な人

材、激化している人材の獲得競争の中で優秀な人材を

確保するためにも、いろんな試験方法がないか日々研

究していきたいと考えております。

○議長 赤嶺奈津江さん １番 玉城陽平議員。

○１番 玉城陽平君 答弁ありがとうございます。次

の質問に移っていきたいと思います。大問５ですね。

協働や共創につなげる主体的な住民参画の場づくりに

ついて。（１）住民の声を施策に反映していく取組のう

ち、パブリックコメントや町政提案箱、公募委員の取

組があるが、この現状と課題を伺う。（２）従来の仕組

みに加えて、都市計画マスタープランや総合計画の策

定プロセスで実施されてきたような住民参加型のワー

クショップ増やしていくことで、住民の主体的な参画

と意見反映の機会創出を提案したいが、本町の見解を

問う。（３）住民参加型のワークショップを活用するな

どして協働のまちづくりを進めていくには、ファシリ

テーター、コーディネーターとして主体的な参加を促

進する場づくりができる人材の育成が不可欠と考える。



職員向けの研修の充実や、人材育成方針への反映を求

めるがどうか。答弁お願いします。

○議長 赤嶺奈津江さん 副町長。

○副町長 新垣吉紀君 質問事項５（１）についてお

答えいたします。町政提案箱については、ホームペー

ジ上や庁舎ロビーへ設置を行っており、行政へのご意

見や要望など様々な声をいただいております。パブリッ

クコメントについては、各課の計画等策定の際にご意

見を募っており、公募委員についても必要に応じて募

集を行っております。課題としては、パブリックコメ

ント募集時の件数、それから公募委員においても募集

が少ないことがあると考えております。

（２）についてです。住民の声を聞く機会としてワー

クショップを開催することは有効であると認識し、実

施しております。今後も計画策定時や諸施策への意見

を募る際のツールの１つとして、さらなる活用を検討

してまいります。

（３）についてです。職員向けの研修の充実や本町

の人材育成方針への反映については、調査研究をして

まいります。

○議長 赤嶺奈津江さん １番 玉城陽平議員。

○１番 玉城陽平君 答弁ありがとうございます。基

本的にはこういう機会をどんどん増やしていってほし

いというふうに思っておりまして、その増やしていく

中でも、じゃあ個別の取組が充実したものになるよう

にしていく、それが必要であると考えております。そ

ういった既に参加していらっしゃる方々もいるとは思

うんですけれども、これをもっともっと広げていく、

特に若い方々とか移住してきた方々ですね。そういう

ふうにしていくことで、行政の施策、これを住民目線

でブラッシュアップしていくですとか、施策そのもの

へ住民を巻き込んでいく、そういった観点からも重要

だと考えております。こちら資料のほうに持ってきて

いるんですけれども、４ページですね。上のほうが総

務省が出しているもので、それの一番上の中で具体例

として、やはりファシリテーション能力って出されて

いるんですね。外部の多様な主体と連携していくよう

な職員に関して。具体例１つ出す中で、これを出して

いるということの意味を、私はこれはとっても重要だっ

て言っているんじゃないかって改めて思っておりまし

て、そのファシリテーションって何かということに関

しては下に少し紹介を載せております。こういう形で、

こう場をうまく設計することによって住民の意見を取

り出していく、住民が意見を言いやすくしていく。そ

れの中から合意をつくっていく。けれどもこれはやは

り簡単なものではなくて、そういうスキルの向上自体

が職員においても非常に重要なんじゃないか。こうい

う必要性に関する認識ですね、まずはこれが共有でき

るかどうか、確認お願いします。

○議長 赤嶺奈津江さん 総務部長。

○総務部長 宮平 暢君 議員おっしゃるとおりです

ね、パブリックコメントやいろいろ各種町民からの意

見聴取は必要だと思って我々取り組んでおります。た

だ課題として、先ほどあったように件数が少ないこと

とかありますので、それを改善する手法の１つとして、

職員がファシリテーション能力を高め、よりよく施策

を説明できる能力を高めていくことは重要なことだと

考えております。

○議長 赤嶺奈津江さん １番 玉城陽平議員。

○１番 玉城陽平君 答弁ありがとうございます。改

めて認識が共有できていて、うれしく思っております。

この行政向けの研修ですとか、民間主体なものも様々

既に研修はありますので、是非こちら研修の機会を十

分に活用していってほしいと思っているのですが、こ

ちらはいかがでしょうか。

○議長 赤嶺奈津江さん 総務部長。

○総務部長 宮平 暢君 それではお答えいたします。

まず職員研修につきましてはですね、コロナ禍であっ

たとき、緊急な対応、コロナ感染症対策に、この対応

に追われてなかなか職員研修を行うことができません

でした。しかし今年に入って様々な形で人材育成とい

うことで、研修を強化しております。私が参加した研

修においても、職員研修、ＤＸ研修、ＰＰＰ／ＰＦＩ

研修、労法務研修、エクセル研修など、私自身でもか

なりな研修を参加しておりますので、職員はさらに多

く研修を行っており、職員の資質向上に努めていると

ころでありますので、今後もですね、学習的風土づく

りに取り組んで人材育成の向上に努めてまいりたいと

考えております。

○議長 赤嶺奈津江さん １番 玉城陽平議員。

○１番 玉城陽平君 答弁ありがとうございます。実

はファシリテーション研修、この前８時間ぐらいある

やつを１万6,000円ぐらい払って受けてきました。こう

いった形で町民の中にも既にファシリテーターをして

いる人材、やっぱりいるんですね。私のつながりの中

でも10名ぐらいいまして、そういった方々とも一緒に

なって学んでいくことが非常に大事だと思っておりま

す。職員の皆様も町民と一緒に学んでいきながら町を

よくしていく、そういう動きを一緒につくれればと思っ

ております。このファシリテーションに関しては、次

の質問の組織開発のところにも関わってくるものでも

あります。



次の質問、６番行かせていただきたいと思います。

大問６、町役場の組織力向上のための取組について。

（１）社会課題の複雑化と組織内の人材の多様化に伴

い、組織内でのチームワークや協働性の向上が必要に

なる。組織開発や組織づくりと呼ばれる分野の知見を

用いて組織力の向上に努める事例が増えている。本町

の組織開発に関する取組を問う。（２）組織開発の考え

方の中で、組織内の関係性の質の向上が思考、行動、

結果の質の向上につながるとされる。職員が自分の思

いを語り、組織としての今後の理想やどのような南風

原になってほしいかについて、本音で語るような対話

型の研修が重要と考えるが、このような機会はあるか。

（３）行政改革の組織体制の構築の中に組織開発・組

織づくりの視点を入れていくことを提案するが、本町

の考えを問う。お願いします。

○議長 赤嶺奈津江さん 副町長。

○副町長 新垣吉紀君 質問事項６（１）についてお

答えいたします。昨今の新型コロナウイルス感染拡大

や国の制度改革等による業務増、多様化・高度化する

住民ニーズ、さらに新規重点事業への対応など、社会

情勢への柔軟な対応が求められており、令和５年度よ

り機構改革を実施し組織力強化を進めております。

（２）です。課内会議をはじめとした各種会議等を

通じて、お互いにコミュニケーションを図る機会は確

保されていると考えております。また、各部課等にお

いて様々な行政課題等をテーマに、自己研鎖を図るた

めの自主研修を行っております。

（３）です。行政改革大綱において、基本方針とし

て「組織力の強化と人材育成」を柱にし、「柔軟かつ機

動的な組織体制の構築」を掲げていることから、組織

開発・組織づくりの視点はその中で包含していると考

えております。

○議長 赤嶺奈津江さん １番 玉城陽平議員。

○１番 玉城陽平君 答弁ありがとうございます。（１）

に関するところなんですけれども、この機構改革の中

でどういったことが議論されていたのか。大まかにで

大丈夫ですので、お聞かせ願えますでしょうか。

○議長 赤嶺奈津江さん 総務部長。

○総務部長 宮平 暢君 機構改革の中で、主に優先

的に話し合ったのはですね、現在のこの組織の中で人

数が足りているのか、不足しているのか、そういった

ことを重点にまず話合いました。その後、部署ごとに

ですね、業務ごとにということで分かれていったんで

すが、その大きな重点は人数の充足率、その辺が重要

に、話合っております。

○議長 赤嶺奈津江さん １番 玉城陽平議員。

○１番 玉城陽平君 答弁ありがとうございます。（２）

に関するところで、自己研鑽を図るための自主研修、

何か具体的にもしあればお聞きしたいんですけれども、

いかがでしょうか。

○議長 赤嶺奈津江さん 総務部長。

○総務部長 宮平 暢君 先ほども研修の中で答弁い

たしましたが、自主研修というのはそれぞれが手を挙

げて行ったり、またそれぞれの部課が自主的にＯＪＴ

を行っております。先日も我々税務課のほうで、以前

戸籍担当した方が税務課に移りまして、そこで税務課

の職員に戸籍の部分を研修で、業務外なんですが関連

するということで研修を行った事例もあります。この

ようにですね、職員自らが手を挙げ講師となり、また

別の研修に出向いたりとか、いろんな角度で研修に参

加をしております。

○議長 赤嶺奈津江さん １番 玉城陽平議員。

○１番 玉城陽平君 答弁ありがとうございます。職

員の皆様が様々に研修しながら研さんしていることが

伝わりまして、非常にうれしく思っております。今回、

この資料を用意したんですけれども、５ページのとこ

ろでそもそも組織開発って人材開発とどう違うんです

かということがざっくりとだけ紹介するものも用意し

ております。それともう１つなんですけれども、３ペー

ジのほうの先ほど紹介した下の部分の４つの要素とい

うところなんですが、この右上のほうにも職場環境の

整備というのが挙げられているんですね。理念の構築

共有ですとか、③のエンゲージメントの把握、そういっ

たものも掲げられております。改めてなんですけれど

も、職員が自分事として日々の業務の質を上げていこ

うと努力を重ねる、非常に今それが行われているんだ

なということが聞けてうれしく思っております。その

ためにも、やはり一人一人の職員が職場の中で尊重さ

れていて、自分の意見、考え、思いが酌まれて日々の

仕事ができている、そういう実感があることが非常に

大事だと思っているんですね。総務省の人材マネジメ

ントガイドブックの中にも推奨されておりますこのエ

ンゲージメント調査、職員の思いとか仕事への姿勢、

こういったものを把握してよりよい組織にしていくた

めの調査ですね、こちら実施してほしいなと思うんで

すがいかがでしょうか。

○議長 赤嶺奈津江さん 総務部長。

○総務部長 宮平 暢君 議員おっしゃるとおりです

ね、職員の仕事に対する思い入れとか、尊重していか

ないといけないと考えております。議員先ほどおっ

しゃったアンコンシャスバイアスの解消、様々な点で

我々まだどこかでしみついているかもしれませんが、



我々も、管理職も意識を改革して、よりよい職場づく

りに寄与していきたいと考えております。

○議長 赤嶺奈津江さん １番 玉城陽平議員。

○１番 玉城陽平君 答弁ありがとうございます。人

材マネジメントの中でも、こういった調査を基にして

取組を進めて、では実際にそれが変わったのかどうか

ということを継続的に見ていって、ＰＤＣＡを回して

いくということは非常に大事である。それもやはり総

務省の資料の中でも指摘されているんですね。どうし

ても人材育成基本方針もそうですけれども、つくった

ものはいいんだけど、じゃあそれは結局どのぐらい回っ

ているのというところが、どこの組織も同じだと思う

んですけど、やはり課題になっていると思っておりま

す。こういった実践は既にたくさんのところで実施さ

れていて、組織開発という分野の中で理論的にも実践

的にも様々蓄積があるんですね。ですので人事部門を

中心にまずは意欲のある職員数名での取組とか、そう

いったスモールステップでもよいと思います。既存の

ものを公式にどんどん推奨していく、そういうもので

もよいと思います。ただ小さくてもいいから、こういっ

た取組を進めていってほしいと思うのですが、こちら

いかがでしょうか。

○議長 赤嶺奈津江さん 総務部長。

○総務部長 宮平 暢君 全国では、様々な取組が行

われていることだと考えております。南風原町にもで

すね、南風原町に合った、また先進地事例でいいもの

があったら取り入れて、一つ一つ南風原町に合ったよ

りよい組織づくりに寄与できるような施策、方策で対

応をしていきたいと考えております。

○議長 赤嶺奈津江さん １番 玉城陽平議員。

○１番 玉城陽平君 答弁ありがとうございます。こ

の組織開発の中でも目標共有をどうするかとか、権限

管理をどうするかとか、人員配置をどうするかとか、

そういったものだけではなくて職場の雰囲気とか、風

土、モチベーション、そういったソフトの部分を非常

に大切にする取組でもあるんですね。是非こちらのほ

うも少しずつ少しずつ取組を進めていってもらえれば

と思っております。

最後に町長に、組織づくりについての思いをお聞き

したいんですけれども。働き方の効率化ですとかデジ

タル化による住民サービスの向上、やはりこういった

ものの根っこにあるのは職員一人一人の思いだと思う

んですね。その思いを組織に反映させていく、その取

組を丁寧につくっていくことが非常に重要で、人材育

成と組織開発は両輪である。南風原町行政がより効果

的な施策運営ができるように、組織としての力がさら

に高まるように推進していってほしいと思っておりま

す。改めてこの組織づくり、組織を発展させていくこ

と、その中で職員が尊重されていくこと、そういうこ

とについて町長の考えをお願いします。

○議長 赤嶺奈津江さん 町長。

○町長 赤嶺正之君 それでは玉城陽平議員のただい

まのご質問にお答えいたします。組織作りというふう

なことの趣旨でございますけれども、私は組織に関し

ましてはそれぞれ職員一人一人をお互いが尊重し合う

と、上司が部下をしっかりと尊重し、それから部下は

自分の能力を発揮しましてですね、しっかりと上司と

連携を取りながら業務を進めていくと、それが一番大

事じゃないかなというふうに思っております。それか

ら人材確保もそうでございますけれども、役場に合格

して、採用試験合格して採用されましたら、しっかり

と自信を持ってですね、南風原町のために頑張るんだ

というふうな意識を持っていただきたいと。私、毎年、

新採用職員に講話をするんですけれども、まずは自分

自身を信用しなさいと、信じなさいと、それからオン

とオフをしっかりしなさいと、そしてこの南風原町の

福祉株式会社と、役場はですね。ですから株主である

町民の皆さんにしっかりと幸せを届けると、配当じゃ

ないですけれども、そういった思いでしっかりと頑張っ

てくださいと。課題があったら落ち込まない、是非同

僚、あるいは上司に相談して、自分一人で悩まないよ

うにしてくださいと、そういうふうな訓話をやってお

りますけれども。基本は、個人一人一人をお互いが尊

重するとうことで進めてまいりたいと思っております。

以上です。

○議長 赤嶺奈津江さん １番 玉城陽平議員。

○１番 玉城陽平君 町長、答弁ありがとうございま

す。是非これを組織的に着実に進めていくために、調

査を行ってその結果に基づいて、データに基づいて進

めていく、そのＰＤＣＡをしっかり回していく。それ

を是非お願いしたいんですね。様々提案はありますけ

れども、役場職員がよい人材が育ってよい組織になっ

ていく。これが１から1.1倍に上がるだけでも、これだ

け人数がいれば町民の福祉に非常に大きな影響を及ぼ

すと思っております。是非我々も一緒になってではあ

りますけれども、よい町にしていけるようにこれから

も一緒に頑張っていきたいと思っておりますので、ど

うかよろしくお願いします。ここまでにしたいと思い

ます。ありがとうございます。

○議長 赤嶺奈津江さん 休憩します。

休憩（午後２時35分）

再開（午後２時35分）



○議長 赤嶺奈津江さん 再開します。

○議長 赤嶺奈津江さん 以上で本日の日程は、全部

終了しました。本日は、これで散会します。お疲れさ

までした。

散会（午後２時35分）


